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現
在
、
ホ
ス
テ
リ
ン
グ
、
キ
ャ
ン

プ
等
を
中
心
に
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
毎
年
、
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
と
し
て
、
道
な
お
し
作
業
を
行
な

っ
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し

は
、
三
条
、
長
岡
、
高
田
の
各
グ
ル

ー
プ
の
応
援
を
得
て
、
清
津
峡
の
道

な
お
し
作
業
を
行
な
い
、
　
「
自
然
を

大
切
に
」
と
書
か
れ
た
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
入
会
し
た
い
方
は
、
山
田
真
芸
魯

　
七
ー
三
一
一
一
番
）
へ
。

清
津
峡
で
…
。

　
（
七
月
二
十
日
）

　　　　　市展にご応募を

　　第8回『市美術展（市展）は、10月10日～
　12日の3日闘、市民会館で開催されます・

　　多数の方の応募をお願いします。なお、
　市展ポスターの入選者はつぎのとおり，、

　　入選者　佐藤勝治（本町5）
　　佳　作　田村修（西本町）高橋幸男
　　　　　　　（神明田D阿部正明（北新田
　　　　　　　1護密争東吾　（1｛1条旭田丁）

　　　古机、椅子を譲ります
　　児童、盤～f走力汗吏見1していた【誓季几、亭奇

　　ヂをっぎび）とおを）琵寛’売しますr、

　　8月18日　レH町小、8月19日中条小
　　8月20日吉田小、8月21H川治小、
　　8月22日　　水シ尺，j、。

　いづれも午前9時～11時（時間厳守1

　　　　杉の間伐講習会
　　　　　　にご参加ください
　とき一8月28日午前9時半　市民会館前
　　　　に集合。

ii

　　　れな〈

　　　8月は市民税第2期分と、国民健塵保
　険料第3期分の納期ですeお忘れなく納ii

　入してください。

　　　電気税軽減のおしらせ
　　織機、ねん糸機などに使用する電気
　税が軽減されることになり、該当者か
　　ら申告していただきましたが、これら
　び）該当分は、8月分の電気料から軽減さ
　　れます。

　　　虫歯のない母子を表彰
　　　市では、このほど母ゴーともに虫歯の

　　なかった3組の方を表彰しました一。
　　49年度3歳児検診者1，146人中1，038
　　人が虫歯（罹患、率90．6％）でした。虫歯

　　のない108人のこどものお母さんを調
　　べたところ、母子とも虫歯のないもの
　　は、わずか3組でした。
　　　鈴木　京ヂ・律チちゃん（本町4）
　　　西川　富ヂ・貴裕ちゃん（四日町2〉
　　　尾身マユミ・正樹ちゃん（鉢）

導
、
苦
情
の
処
理
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
種
の
問
題
は
、
騒
音

発
生
業
者
の
自
主
的
な
規
制
に
ょ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
お
互
い
の
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
騒
音
等
公
害
全
般
に
つ
い

て
お
困
り
の
方
は
、
市
環
境
課
雪
害

公
害
係
へ
。

池
田
助
役
か
ら
、
表
彰
を

受
け
る
鈴
木
さ
ん
冊
子
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（第3種郵便物認可）昭和50年8月10日

曾　
　
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
！
は

　
　
　
　
　
　
午
後
八
時

電
話
局
の
市
外
通
話
等
は
夜
八
時
か
ら
十
時
頃

が
ピ
ー
ク
。
な
る
べ
く
こ
の
時
間
帯
を
避
け
て
い

た
だ
く
か
、
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
の
ご
利
用
を
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

疹し

こ
い
婆
者
⑮

b
號
う
メ

　
　
　
（
O
二
五
二
）
六
七
－
七
〇

翻
　
　
　
O
O
番

　
　
　
新
溜
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

　
　
ー
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
情
報

　
　
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

稀
鰯
讐

轟
口
羅

？
轟
醗

彦
汐
湊
・
懸

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
こ
と
し
は
、
国
勢
調
査
の
年

　
　
　
で
す
b
市
で
は
、
国
勢
調
査
に

万
全
を
期
す
た
め
、
去
る
八
月
一
日
、

国
勢
調
査
十
日
町
市
実
施
本
部
を
市

役
所
四
階
大
会
議
室
（
魯
七
－
三
一

一
一
番
）
へ
設
置
し
ま
し
た
。
本
年

十
月
一
日
の
国
勢
調
査
で
は
、
沖
縄

県
が
戦
後
初
め
て
加
わ
り
、
全
国
で

六
十
七
万
人
の
調
査
員
を
動
員
、
一

億
千
百
万
人
を
調
査
し
ま
す
。
当
市

で
は
、
二
百
六
十
二
人
の
調
査
員
を

委
嘱
し
ま
し
た
が
、
実
入
口
五
万
人

に
達
す
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
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琉
蝿
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竃

　
　
　
　
　
　
噺
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し

　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
時
代
は
変
わ
っ
て

　
　
　
　
　
も
、
“
国
勢
調
査
の
ひ

　
　
　
　
　
と
り
も
漏
れ
な
く
、

あ
り
の
ま
ま
”
と
い
う
本
質
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

内
職
希
望
者
は
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
巡
回
内
職
相
談
を
実
施

　
県
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
巡
回
内

職
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
内
職

の
求
人
や
求
職
希
望
の
方
は
是
非
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
と
き
・
毎
月
第
三
金
曜
日
午
前
十

時
～
午
後
三
時
ま
で
。
た
だ
し
、
八

月
及
び
一
月
は
第
四
金
曜
日
に
行
な

い
ま
す
。

と
こ
ろ
・
市
役
所
市
民
相
談
室
（
市

役
所
正
面
玄
関
か
ら
入
っ
て
右
側
）

　
そ
の
他

　
相
談
は
無
料
。
相
談
員
は
、
県
内

職
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
市
商
工
課
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
、
市
民
相
談
係

員
が
あ
た
り
ま
す
。

　
騒
音
防
止
に
ご
協
力
を

　
最
近
、
市
内
各
地
で
騒
音
公
害
の

苦
情
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
騒
音
公
害
を
撲
滅
す
る

た
め
に
騒
音
規
制
、
施
設
の
改
善
指
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綾
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行
く
え
不
明
の
人
を
捜
す

　
無
料
相
談
所
の
ご
利
用
を

　
県
警
で
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で

県
警
察
本
部
鑑
識
課
に
無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
身
元

不
明
死
の
身
元
を
明
ら
か
に
し
、
家

　
　
　
　
　
表
紙
の
説
明

　
　
密
集
し
た
軒
並
み
を
、

　
く
。
猛
暑
の
な
か
、

　
え
る
ご
み
ー
。

　
二
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
固
く
し
ば
っ

　
徳
永
啓
吉
運
転
手
の
目
は
、

　
「
可
燃
物
、
不
燃
物
の
区
別
を
し
、

　
太
田
良
作
・
春
日
虎
一

　
　
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

　
に
考
え
る
べ
き
で
は
ー
…
。

族
な
ど
に
引
き
渡
す
こ
と
を
ネ
ラ
イ

と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
行
方

不
明
者
の
家
族
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
上
村
さ
ん
人
命
救
助
で
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
上
村
広
作
さ
ん
（
土

市
第
一
）
は
、
堤
の
池
に
転
落
、
お
ぼ

れ
か
け
た
人
を
助
け
た
こ
と
で
春
日

市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
樋
口
悟
郎
（
四
日
町
新
田
三
）

…
…
三
千
円
　
▽
入
田
シ
ズ
（
稲
葉
）

…
：
二
千
円
　
▽
上
村
広
作
…
…
三

千
円
　
▽
村
武
フ
サ
子
（
香
典
返
し
）

…
…
十
万
円
　
▽
矢
口
邦
治
…
…
一

万
五
千
円
　
▽
内
藤
直
義
…
…
千
円

　
▽
中
平
青
年
団
…
…
衣
類
　
▽
と

く
名
…
…
二
万
一
千
円

　
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
建
設
基
金

　
▽
と
く
名
…
…
五
千
円

　
　
　
ご
み
収
集
自
動
車
が
曲
り
く
ね
り
な
が
ら
割
り
込
ん
で
い

　
収
集
員
は
今
日
も
汗
と
臭
気
に
ま
み
れ
て
い
る
。
日
に
日
に
ふ

収
集
作
業
も
て
ん
て
こ
ま
い
、
息
つ
く
ヒ
マ
も
な
い
。
「
キ
チ
ン
と
ビ

　
　
　
　
　
　
て
出
し
て
く
れ
る
と
能
率
も
上
が
り
ま
す
」
ー
。

　
　
　
　
つ
ぎ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
み
を
鋭
く
追
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
収
集
日
以
外
は
出
さ
な
い
で
」
と
い
う
作
業
員
の

　
　
さ
ん
の
声
は
真
剣
だ
。

　
　
　
　
　
　
ご
み
を
お
互
い
の
問
題
と
し
て
、
も
っ
と
真
剣

　
　
　
　
こ
ん
な
主
婦
の
声
も
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
た
。

■市勢／人ロー50，340人（男24，485人・女25，855人）／世帯数一11，529／面積一211・44K㎡（7月旧現在
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　口227号□

　年間600億円に近い生産をあげている十目町織物は、市を代表する産業
であると同時に、全国有数の高級絹織物として、その名をはせている。
　ここ十日町織物工業協同組合加工部の染色工場では、30度ちかい暑さ
のなか、高野幹夫さん（市内土市第二）は、生地染めと取り組み・熱湯相手

に色出しに懸命　　。
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埋
蔵
文
化
財
収
蔵
庫
を
着
工

　
　
　
　
　
　
先
人
の
文
化
遺
産
を
保
存

蕪
繍
講
鱗
懲
撫

開
発
前
に
調
査
収
集
を

　
こ
の
ほ
ど
、
こ
れ
ら
、
調
査
収
集

し
た
文
化
遺
産
を
収
蔵
す
る
「
埋
蔵

文
化
財
収
蔵
庫
」
を
西
小
建
設
現
場

付
近
に
総
工
事
費
二
千
八
百
六
十
五

万
円
（
電
気
設
備
を
除
く
）
で
建
設

す
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
八
月
二
十

五
日
契
約
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日

完
成
を
目
標
に
急
ピ
ッ
チ
に
工
事
が

す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
伝
承
し
て
き
た
祖
先
の

文
化
遺
産
は
、
最
近
急
げ
き
に
う
ち

よ
せ
て
き
た
地
域
開
発
、
都
市
化
の

波
で
埋
蔵
文
化
財
や
地
方
固
有
の
物

件
は
、
日
に
日
に
失
な
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
私
た
ち
の
地
域
で
は

北
越
北
線
の
建
設
工
事
、
苗
場
山
ろ

く
地
域
農
業
開
発
、
道
路
の
新
設
整

備
工
事
、
西
小
学
校
の
建
設
な
ど
地

域
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
で
は
、
開
発
に
よ
っ
て
、
遺
跡
や

埋
蔵
文
化
財
が
破
壊
さ
れ
る
前
に
、

調
査
収
集
を
行
な
っ
て
文
化
財
の
保

存
、
保
護
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
何
百
年
何
千
年
と
い
う
長
い
間
、

市
民
の
心
を
育
て
、
市
民
性
を
培
っ

§
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葱
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§
§
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§
§
璽
§
睾
δ
e
J
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J
δ
§
c
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書
δ
e
J
δ
『
o
『
D
e
ー
δ
§
e
J
δ
軍
§
の
b

馬
場
上
遺
跡
第
三
調
査
地
区
の
全
景

馬
場
上
遺
跡
の
第
三
次
調
査
を
実
施

　
市
教
委
で
は
、
昨
年
に
引
き
つ
づ

き
、
馬
場
上
遺
跡
の
第
三
次
調
査
を

行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
、
県

延べ500人の市民が集まった発掘現場の一般公開

内
で
は
じ
め
て
の
古
墳
時
代
か
ら
平

安
時
代
の
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
約
二
千
平
方
薪
の

予
定
地
か
ら
十
一
軒
の
住
宅
跡
を
発

見
。
遺
物
も
ツ
ム
（
防
錘
車
）
刀
子

な
ど
多
数
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
遺
跡
の
北
西
端
に
ほ
ぼ
北
方

向
に
長
さ
約
四
十
灯
に
わ
た
っ
て
、

柵
（
さ
く
）
列
跡
ら
し
き
も
の
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

　
去
る
、
八
月
十
一
日
、
二
十
日
の

一
般
公
開
で
は
、
大
勢
の
大
人
や
こ

ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
中
川
立
大
教
授

戸
田
国
士
館
大
助
手
、
佐
野
良
吉
・

大
島
伊
一
氏
ら
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

て
く
れ
た
貴
重
な
生
活
用
具
や
埋
蔵

文
化
財
、
歴
史
の
香
り
高
い
生
活
慣

習
な
ど
を
是
非
と
も
市
内
に
と
ど
め
、

大
事
に
保
管
展
示
し
て
、
郷
土
の
昔

か
ら
の
生
活
の
う
つ
り
か
わ
り
を
子

孫
に
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
建

設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
埋
蔵
文
化
財
収
蔵
庫
が
建
設
さ
れ

ま
す
と
、
市
で
保
存
し
て
い
た
文
化

財
等
を
保
管
・
保
護
し
ま
す
。
今
後

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
先
人

の
文
化
遺
産
と
の
ふ
れ
あ
い
に
、
ま

た
学
校
の
教
材
等
に
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
ば
の
治
療
教
室
の
お
さ
そ
い

　
教
育
委
員
会
で
は
、
六
月
に
開
催

さ
れ
た
言
語
治
療
相
談
会
に
引
き
つ

づ
き
言
葉
に
支
障
が
あ
っ
て
、
お
困

り
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
々
の

た
め
に
、
月
一
回
の
言
語
治
療
相
談

室
を
、
開
設
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
県
下
各
地
の

「
こ
と
ば
の
教
室
」
担
当
の
専
門
教

師
の
特
別
な
配
慮
に
よ
り
、
十
二
月

ま
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
担
当

の
教
師
は
毎
月
変
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
少
人
数
の
該
当
者
に
、
じ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
指
導
を
し
、
直

接
子
ど
も
さ
ん
へ
の
指
導
も
行
う
二

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
種
の
教
育
は
長
期
間
を
要
す

る
こ
と
と
、
家
庭
生
活
の
中
で
の
親

子
の
接
し
方
な
ど
に
も
密
接
な
関
連

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
両
親
の
た
め

に
も
、
有
効
な
相
談
と
な
る
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
親
が
相
談
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
理
解
を
得
ら
れ
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で
も
子
ど
も
へ
の
効
果
が
、

で
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

六
月
以
降
、
何
人
か
は
す
で
に
、
効

果
が
で
て
い
る
こ
と
を
専
門
教
師
が

認
め
て
い
る
程
で
す
。

　
今
後
の
予
定
は
、
次
の
と
お
り
で

す
が
六
月
の
相
談
会
申
し
込
み
の
方

方
の
な
か
か
ら
、
年
齢
や
内
容
な
ど

に
つ
い
て
適
当
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
か
ら
、
順
番
を
き
め
て
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
委
員
会
で
は
、

一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
、
受
講
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
申
し
込
み
の
な

か
っ
た
方
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
る
よ

う
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
と
き
　
（
予
定
）

九
月
二
十
八
日
　
小
林
・
宮
島
先
生

　
　
　
　
（
三
条
こ
と
ば
の
教
室
）

十
月
十
九
日
　
青
木
・
大
島
先
生

　
　
　
　
（
長
岡
こ
と
ば
の
教
室
）

十
一
月
十
六
日
　
本
間
・
田
村
先
生

　
　
　
　
（
新
潟
こ
と
ば
の
教
室
）

十
二
月
十
四
日
　
青
木
・
大
島
先
生

　
　
　
　
（
長
岡
こ
と
ば
の
教
室
）

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
（
学
校
町
）

》
t
多
，

踊
場
蹴
第
三
次
発
掘
調
査
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
上
遺
跡
発
掘
調
査
団

　
昨
年
の
調
査
と
今
回
の
調
査
結

■
果
に
よ
っ
て
、
馬
場
上
遺
跡
に
お

け
る
古
墳
時
代
中
期
か
ら
平
安
時

代
に
い
た
る
ま
で
の
集
落
の
形
態

を
解
き
ほ
ぐ
す
ひ
と
つ
の
糸
口
を

　
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
調
査
で
は
、
十
一
軒
の
た
て

穴
式
住
宅
跡
と
一
棟
の
掘
立
柱
建

”
造
物
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
昨

一
年
調
査
し
た
も
の
を
加
え
る
と
三

嘱
十
八
軒
の
た
て
穴
式
住
居
跡
と
五

㎝
棟
の
掘
立
柱
嚢
物
跡
が
み
つ
か

㎝
　
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

　
遺
跡
の
北
西
端
に
、
ほ
ぼ
北
方
向

　
に
長
さ
約
四
十
M
に
わ
た
っ
て
、

瀞
（
さ
く
）
列
讐
し
き
も
の
も

　
　
つ
か
っ
て
い
ま
す
Q
こ
の
遺
跡

　
　
　
三
期
（
第
一
期
i
五
世
紀
、

　
　
一
期
－
七
世
紀
、
第
三
期
ー
八

　
　
九
世
紀
）
に
わ
た
っ
て
、
集
落

　
　
ノ
転
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

が
営
ま
れ
、
さ
ら
に
七
世
紀
を
出

心
と
し
た
時
期
に
、
掘
立
柱
建
造
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

物
と
柵
列
が
と
も
な
っ
た
も
の
と
　

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
態
・

を
も
つ
も
の
は
・
他
県
の
例
か
黎

し
て
、
駅
家
（
う
ま
や
）
、
郷
家

（
ご
う
が
）
な
ど
の
｛
貝
伺
（
か
ん

が
”
役
所
）
的
な
性
格
を
お
び
た

遺
構
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

難
魏
饗
灘

齢
灘
噛
鵜
離
態
慰

緻
鱒
難
盤

譲
健
篶
壕
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後に塗きカぐいを

　9月15日は敬老の日です。長い間、社会に貢献さ

れた老人の健康と福祉を高め、老人に対しいたわ

りと感謝をあらわすと共に、老人自らがその生活

の向上に努めるために設けられたものです一。

お
と
し
よ
り
の
幸
せ
を
願
っ
て

　
六
十
歳
以
上
の
方
々
が
現
在
市
内

に
何
人
お
ら
れ
る
か
ご
存
知
で
す
か

ー
。
全
部
で
七
千
七
十
五
人
、
全
人

口
の
約
十
四
礎
で
す
。
し
か
も
、
そ

の
率
は
年
々
増
大
し
て
い
き
ま
す
。

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
、
さ
て

今
回
は
お
と
し
よ
り
の
対
策
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
い
ま
市
が
お
と

し
よ
り
対
策
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
題
し
て
生
き
が
い
対
策
。

　
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
る
だ
け
で
な

く
、
お
と
し
よ
り
の
生
き
が
い
づ
く

り
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　
生
き
が
い
対
策

［
國
図
団
…
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
孤
立
化
、
閉
鎖
化
、
無
力
化
に
な
り

が
ち
な
の
が
お
と
し
よ
り
の
生
活
ー
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
集
団
学
習
の
場
を

つ
く
っ
て
、
そ
こ
か
ら
生
き
生
き
と

し
た
生
活
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
計

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
－
お
と
し

よ
り
の
か
ら
だ
づ
く
り
を
よ
り
積
極

的
に
す
す
め
よ
う
と
計
画
。
も
ち
ろ

ん
お
と
し
よ
り
の
か
ら
だ
や
心
に
あ

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
選
ん
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
補
助
　
・
市

内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ

り
の
仲
間
づ
く
り
と
親
睦
を
目
的
と

し
て
、
七
十
三
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の

自
主
的
な
集
ま
り
で
あ
る
老
人
ク
ラ

ブ
に
活
動
費
の
補
助
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
お
と
し
よ
り
の
方
で
、
趣
味

の
仲
間
づ
く
り
や
話
し
相
手
を
欲
し

い
方
は
、
お
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

現
在
、
市
が
、
行
な
っ
て
い
る
老
人

対
策
は
…
。

六
十
五
歳
に
な
る
と
ー

　
■
扶
養
者
と
な
り
、
市
民
税
も
免

除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
免
除
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
■
老
人
健
康
診
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
■
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
ぐ
ら

し
老
人
及
び
寝
た
き
り
老
人
に
医
療

費
助
成
及
び
見
舞
金
支
給
。

長寿者番付（臨鯉鶴難晃日）
〔東〕 〔西〕

若井英八郎（太子堂）99歳 横綱 竹田賢階（川原町）97歳

佐野トユ（学校町1）97歳 大関 岡村留吉（下条本町）95歳

樋口文平（断）　94歳 関脇 玉村ヨイ（川治阿3）94歳

野上タケ（高島）　93歳 小結 柳　フサ（高島）　93歳

藤田タケ噺保）　93歳 前1 庭野五郎七（赤倉）　93歳

関口富作（貝ノ川）92歳 同2 池田シゲ（田川町2）92歳

太田ギン（四日噺田2）92歳 同3 島田ブン（北鐙坂1）92歳

柳　　米八（吉田山谷）92歳 同4 増田イツ（駅通り）92歳

市村竹三郎（伊達3）92歳 同5 渡辺銀蔵（下条本町）91歳

水落源治郎（漉野）　91歳 同6 春川ケサ（赤倉）　91歳

保坂クラ（伊達4）91歳 同7 小泉マサ（学校町1）91歳

古沢トメ（北鐙坂1）91歳 同8 庭野トコ（中条八幡）91歳

蕪木セキ（朝）　91歳 同9 上村熊治（貝ノ川）「91歳

上村スイ（太田島3）91歳 同10 小海サヨ（名ケ山）91歳

大熊久松（上原〉　91歳 同11 春川トノ（西枯木又）91歳

富井シゲ（土市第1）91歳 同12 大島テイ（原）　91歳

西川サヲ（四日町2）91歳 同13 登坂松治（本町6）91歳

十両
羽鳥民蔵（田帆樋り）91歳 1 尾身トヤ（中平）　91歳

富井マツジ（珠川3）91歳 2 山田ツネ（東枯木又）91歳

馬場ミツ（小泉）　91歳 3 岡田ツガ（中町）　91歳

宮沢宗一郎（小黒沢）90歳 4 小海盛政（春日町1）90歳

鈴木トメ（幸町）　90歳 5 田村チヨノ（貝ノ川）90歳

高橋ハル（大黒沢）90歳 6 雲野イシ（新座第4）90歳

島田ヨシ（北鐙坂1）90歳 7 小宮山ユク（慶地）　90歳

池田二作（高田町5）90歳 8 玉田徳治（四日町3）90歳

渡辺セキ（下条本町）90歳 9 宮沢ケサ（小黒沢）90歳

布川コト（本町3）90歳 10 徳永シゲ（池沢〉　90歳

　
■
特
殊
寝
台
の
貸
与
。

　
■
老
人
性
白
内
障
の
手
術
費
助
成

　
■
障
害
者
に
対
し
、
老
人
家
庭
奉

仕
員
二
名
が
、
一
週
間
に
一
～
二
回

身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
し
ま
す
。

七
十
歳
に
な
る
と
ー

　
■
敬
老
の
日
ま
で
に
、
市
内
に
六

ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
■
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費

助
成
。

　
■
年
額
九
万
円
（
十
月
か
ら
十
四

万
四
千
円
）
の
老
齢
福
祉
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
－

　
老
人
の
た
め
の
施
設
の
建
設
を
促

進
し
ま
す
。
六
十
歳
以
上
の
一
人
ぐ

ら
し
老
人
で
、
自
力
で
除
雪
不
可
能

の
場
合
、
除
雪
費
を
援
助
。
ま
た
老

人
ホ
ー
ム
等
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

生
き
る
と
は
何
か
！

1
市
民
大
学
講
座
を
開
設

　
九
月
は
、
市
民
大
学
講
座
「
生
き

る
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に
行
な
い

ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
だ
い
た
い
三

十
代
か
ら
五
十
代
の
成
人
男
女
を
対

象
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
関
心
の
あ

る
方
は
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

　
と
き
　
九
月
十
七
日
、
　
「
物
質
文

明
へ
の
挑
戦
」
講
師
”
島
田
一
男
氏

　
九
月
二
十
三
日
「
生
き
る
と
は
何

か
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
講
師
”
水
沢

謙
一
氏
・
馬
場
金
太
郎
氏
・
岸
井
勇

雄
氏
・
小
林
由
弘
氏
（
司
会
）

　
い
ず
れ
も
、
夜
七
時
～
八
時
五
十

分
。

　
と
こ
ろ
　
市
公
民
館
（
学
校
町
）

声
の
市
政
だ
よ
り

を
製
作

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
春

日
市
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
身
障
連

盲
人
部
会
（
会
員
約
三
十
五
人
）
か

ら
要
望
さ
れ
て
い
た
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
に
よ
る
声
の
市
政
だ
よ
り
を

製
作
し
ま
し
た
。
第
一
回
は
、
市

農
協
の
協
力
を
得
て
、
広
報
課
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
市
報
八
月
号
の

記
事
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、
去

る
八
月
二
十
九
日
、
盲
人
部
会
長

の
小
池
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、
所
要
時
間

一
時
間
二
十
分
と
ぴ
っ
し
り
。
こ

の
身
近
な
情
報
は
、
会
員
間
に
順

次
回
覧
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
会
員
達
は
、
身
近
な
市
の
で
き

ご
と
を
直
接
耳
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
み
ん
な
大
喜
び
。
市
報
九

月
号
の
テ
ー
プ
を
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
プ
を
聞
く
小
池
琴
二

さ
ん
（
宮
下
東
）



Qo
略
略
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埋
蔵
文
化
財
収
蔵
庫
を
着
工

　
　
　
　
　
　
先
人
の
文
化
遺
産
を
保
存

蕪
繍
講
鱗
懲
撫

開
発
前
に
調
査
収
集
を

　
こ
の
ほ
ど
、
こ
れ
ら
、
調
査
収
集

し
た
文
化
遺
産
を
収
蔵
す
る
「
埋
蔵

文
化
財
収
蔵
庫
」
を
西
小
建
設
現
場

付
近
に
総
工
事
費
二
千
八
百
六
十
五

万
円
（
電
気
設
備
を
除
く
）
で
建
設

す
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
八
月
二
十

五
日
契
約
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日

完
成
を
目
標
に
急
ピ
ッ
チ
に
工
事
が

す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
伝
承
し
て
き
た
祖
先
の

文
化
遺
産
は
、
最
近
急
げ
き
に
う
ち

よ
せ
て
き
た
地
域
開
発
、
都
市
化
の

波
で
埋
蔵
文
化
財
や
地
方
固
有
の
物

件
は
、
日
に
日
に
失
な
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
私
た
ち
の
地
域
で
は

北
越
北
線
の
建
設
工
事
、
苗
場
山
ろ

く
地
域
農
業
開
発
、
道
路
の
新
設
整

備
工
事
、
西
小
学
校
の
建
設
な
ど
地

域
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
で
は
、
開
発
に
よ
っ
て
、
遺
跡
や

埋
蔵
文
化
財
が
破
壊
さ
れ
る
前
に
、

調
査
収
集
を
行
な
っ
て
文
化
財
の
保

存
、
保
護
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
何
百
年
何
千
年
と
い
う
長
い
間
、

市
民
の
心
を
育
て
、
市
民
性
を
培
っ
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葱
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璽
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J
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o
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D
e
ー
δ
§
e
J
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軍
§
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馬
場
上
遺
跡
第
三
調
査
地
区
の
全
景

馬
場
上
遺
跡
の
第
三
次
調
査
を
実
施

　
市
教
委
で
は
、
昨
年
に
引
き
つ
づ

き
、
馬
場
上
遺
跡
の
第
三
次
調
査
を

行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
、
県

延べ500人の市民が集まった発掘現場の一般公開

内
で
は
じ
め
て
の
古
墳
時
代
か
ら
平

安
時
代
の
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
約
二
千
平
方
薪
の

予
定
地
か
ら
十
一
軒
の
住
宅
跡
を
発

見
。
遺
物
も
ツ
ム
（
防
錘
車
）
刀
子

な
ど
多
数
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
遺
跡
の
北
西
端
に
ほ
ぼ
北
方

向
に
長
さ
約
四
十
灯
に
わ
た
っ
て
、

柵
（
さ
く
）
列
跡
ら
し
き
も
の
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

　
去
る
、
八
月
十
一
日
、
二
十
日
の

一
般
公
開
で
は
、
大
勢
の
大
人
や
こ

ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
中
川
立
大
教
授

戸
田
国
士
館
大
助
手
、
佐
野
良
吉
・

大
島
伊
一
氏
ら
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

て
く
れ
た
貴
重
な
生
活
用
具
や
埋
蔵

文
化
財
、
歴
史
の
香
り
高
い
生
活
慣

習
な
ど
を
是
非
と
も
市
内
に
と
ど
め
、

大
事
に
保
管
展
示
し
て
、
郷
土
の
昔

か
ら
の
生
活
の
う
つ
り
か
わ
り
を
子

孫
に
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
建

設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
埋
蔵
文
化
財
収
蔵
庫
が
建
設
さ
れ

ま
す
と
、
市
で
保
存
し
て
い
た
文
化

財
等
を
保
管
・
保
護
し
ま
す
。
今
後

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
先
人

の
文
化
遺
産
と
の
ふ
れ
あ
い
に
、
ま

た
学
校
の
教
材
等
に
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
ば
の
治
療
教
室
の
お
さ
そ
い

　
教
育
委
員
会
で
は
、
六
月
に
開
催

さ
れ
た
言
語
治
療
相
談
会
に
引
き
つ

づ
き
言
葉
に
支
障
が
あ
っ
て
、
お
困

り
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
々
の

た
め
に
、
月
一
回
の
言
語
治
療
相
談

室
を
、
開
設
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
県
下
各
地
の

「
こ
と
ば
の
教
室
」
担
当
の
専
門
教

師
の
特
別
な
配
慮
に
よ
り
、
十
二
月

ま
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
担
当

の
教
師
は
毎
月
変
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
少
人
数
の
該
当
者
に
、
じ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
指
導
を
し
、
直

接
子
ど
も
さ
ん
へ
の
指
導
も
行
う
二

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
種
の
教
育
は
長
期
間
を
要
す

る
こ
と
と
、
家
庭
生
活
の
中
で
の
親

子
の
接
し
方
な
ど
に
も
密
接
な
関
連

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
両
親
の
た
め

に
も
、
有
効
な
相
談
と
な
る
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
親
が
相
談
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
理
解
を
得
ら
れ
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で
も
子
ど
も
へ
の
効
果
が
、

で
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

六
月
以
降
、
何
人
か
は
す
で
に
、
効

果
が
で
て
い
る
こ
と
を
専
門
教
師
が

認
め
て
い
る
程
で
す
。

　
今
後
の
予
定
は
、
次
の
と
お
り
で

す
が
六
月
の
相
談
会
申
し
込
み
の
方

方
の
な
か
か
ら
、
年
齢
や
内
容
な
ど

に
つ
い
て
適
当
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
か
ら
、
順
番
を
き
め
て
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
委
員
会
で
は
、

一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
、
受
講
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
申
し
込
み
の
な

か
っ
た
方
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
る
よ

う
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
と
き
　
（
予
定
）

九
月
二
十
八
日
　
小
林
・
宮
島
先
生

　
　
　
　
（
三
条
こ
と
ば
の
教
室
）

十
月
十
九
日
　
青
木
・
大
島
先
生

　
　
　
　
（
長
岡
こ
と
ば
の
教
室
）

十
一
月
十
六
日
　
本
間
・
田
村
先
生

　
　
　
　
（
新
潟
こ
と
ば
の
教
室
）

十
二
月
十
四
日
　
青
木
・
大
島
先
生

　
　
　
　
（
長
岡
こ
と
ば
の
教
室
）

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
（
学
校
町
）

》
t
多
，

踊
場
蹴
第
三
次
発
掘
調
査
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
上
遺
跡
発
掘
調
査
団

　
昨
年
の
調
査
と
今
回
の
調
査
結

■
果
に
よ
っ
て
、
馬
場
上
遺
跡
に
お

け
る
古
墳
時
代
中
期
か
ら
平
安
時

代
に
い
た
る
ま
で
の
集
落
の
形
態

を
解
き
ほ
ぐ
す
ひ
と
つ
の
糸
口
を

　
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
調
査
で
は
、
十
一
軒
の
た
て

穴
式
住
宅
跡
と
一
棟
の
掘
立
柱
建

”
造
物
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
昨

一
年
調
査
し
た
も
の
を
加
え
る
と
三

嘱
十
八
軒
の
た
て
穴
式
住
居
跡
と
五

㎝
棟
の
掘
立
柱
嚢
物
跡
が
み
つ
か

㎝
　
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

　
遺
跡
の
北
西
端
に
、
ほ
ぼ
北
方
向

　
に
長
さ
約
四
十
M
に
わ
た
っ
て
、

瀞
（
さ
く
）
列
讐
し
き
も
の
も

　
　
つ
か
っ
て
い
ま
す
Q
こ
の
遺
跡

　
　
　
三
期
（
第
一
期
i
五
世
紀
、

　
　
一
期
－
七
世
紀
、
第
三
期
ー
八

　
　
九
世
紀
）
に
わ
た
っ
て
、
集
落

　
　
ノ
転
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

が
営
ま
れ
、
さ
ら
に
七
世
紀
を
出

心
と
し
た
時
期
に
、
掘
立
柱
建
造
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

物
と
柵
列
が
と
も
な
っ
た
も
の
と
　

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
態
・

を
も
つ
も
の
は
・
他
県
の
例
か
黎

し
て
、
駅
家
（
う
ま
や
）
、
郷
家

（
ご
う
が
）
な
ど
の
｛
貝
伺
（
か
ん

が
”
役
所
）
的
な
性
格
を
お
び
た

遺
構
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

難
魏
饗
灘

齢
灘
噛
鵜
離
態
慰

緻
鱒
難
盤

譲
健
篶
壕
　

（第3種郵便物認可）昭和50年9月10日盈7」『∬』露3（3）

後に塗きカぐいを

　9月15日は敬老の日です。長い間、社会に貢献さ

れた老人の健康と福祉を高め、老人に対しいたわ

りと感謝をあらわすと共に、老人自らがその生活

の向上に努めるために設けられたものです一。

お
と
し
よ
り
の
幸
せ
を
願
っ
て

　
六
十
歳
以
上
の
方
々
が
現
在
市
内

に
何
人
お
ら
れ
る
か
ご
存
知
で
す
か

ー
。
全
部
で
七
千
七
十
五
人
、
全
人

口
の
約
十
四
礎
で
す
。
し
か
も
、
そ

の
率
は
年
々
増
大
し
て
い
き
ま
す
。

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
、
さ
て

今
回
は
お
と
し
よ
り
の
対
策
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
い
ま
市
が
お
と

し
よ
り
対
策
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
題
し
て
生
き
が
い
対
策
。

　
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
る
だ
け
で
な

く
、
お
と
し
よ
り
の
生
き
が
い
づ
く

り
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　
生
き
が
い
対
策

［
國
図
団
…
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
孤
立
化
、
閉
鎖
化
、
無
力
化
に
な
り

が
ち
な
の
が
お
と
し
よ
り
の
生
活
ー
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
集
団
学
習
の
場
を

つ
く
っ
て
、
そ
こ
か
ら
生
き
生
き
と

し
た
生
活
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
計

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
－
お
と
し

よ
り
の
か
ら
だ
づ
く
り
を
よ
り
積
極

的
に
す
す
め
よ
う
と
計
画
。
も
ち
ろ

ん
お
と
し
よ
り
の
か
ら
だ
や
心
に
あ

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
選
ん
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
補
助
　
・
市

内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ

り
の
仲
間
づ
く
り
と
親
睦
を
目
的
と

し
て
、
七
十
三
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の

自
主
的
な
集
ま
り
で
あ
る
老
人
ク
ラ

ブ
に
活
動
費
の
補
助
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
お
と
し
よ
り
の
方
で
、
趣
味

の
仲
間
づ
く
り
や
話
し
相
手
を
欲
し

い
方
は
、
お
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

現
在
、
市
が
、
行
な
っ
て
い
る
老
人

対
策
は
…
。

六
十
五
歳
に
な
る
と
ー

　
■
扶
養
者
と
な
り
、
市
民
税
も
免

除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
免
除
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
■
老
人
健
康
診
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
■
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
ぐ
ら

し
老
人
及
び
寝
た
き
り
老
人
に
医
療

費
助
成
及
び
見
舞
金
支
給
。

長寿者番付（臨鯉鶴難晃日）
〔東〕 〔西〕

若井英八郎（太子堂）99歳 横綱 竹田賢階（川原町）97歳

佐野トユ（学校町1）97歳 大関 岡村留吉（下条本町）95歳

樋口文平（断）　94歳 関脇 玉村ヨイ（川治阿3）94歳

野上タケ（高島）　93歳 小結 柳　フサ（高島）　93歳

藤田タケ噺保）　93歳 前1 庭野五郎七（赤倉）　93歳

関口富作（貝ノ川）92歳 同2 池田シゲ（田川町2）92歳

太田ギン（四日噺田2）92歳 同3 島田ブン（北鐙坂1）92歳

柳　　米八（吉田山谷）92歳 同4 増田イツ（駅通り）92歳

市村竹三郎（伊達3）92歳 同5 渡辺銀蔵（下条本町）91歳

水落源治郎（漉野）　91歳 同6 春川ケサ（赤倉）　91歳

保坂クラ（伊達4）91歳 同7 小泉マサ（学校町1）91歳

古沢トメ（北鐙坂1）91歳 同8 庭野トコ（中条八幡）91歳

蕪木セキ（朝）　91歳 同9 上村熊治（貝ノ川）「91歳

上村スイ（太田島3）91歳 同10 小海サヨ（名ケ山）91歳

大熊久松（上原〉　91歳 同11 春川トノ（西枯木又）91歳

富井シゲ（土市第1）91歳 同12 大島テイ（原）　91歳

西川サヲ（四日町2）91歳 同13 登坂松治（本町6）91歳

十両
羽鳥民蔵（田帆樋り）91歳 1 尾身トヤ（中平）　91歳

富井マツジ（珠川3）91歳 2 山田ツネ（東枯木又）91歳

馬場ミツ（小泉）　91歳 3 岡田ツガ（中町）　91歳

宮沢宗一郎（小黒沢）90歳 4 小海盛政（春日町1）90歳

鈴木トメ（幸町）　90歳 5 田村チヨノ（貝ノ川）90歳

高橋ハル（大黒沢）90歳 6 雲野イシ（新座第4）90歳

島田ヨシ（北鐙坂1）90歳 7 小宮山ユク（慶地）　90歳

池田二作（高田町5）90歳 8 玉田徳治（四日町3）90歳

渡辺セキ（下条本町）90歳 9 宮沢ケサ（小黒沢）90歳

布川コト（本町3）90歳 10 徳永シゲ（池沢〉　90歳

　
■
特
殊
寝
台
の
貸
与
。

　
■
老
人
性
白
内
障
の
手
術
費
助
成

　
■
障
害
者
に
対
し
、
老
人
家
庭
奉

仕
員
二
名
が
、
一
週
間
に
一
～
二
回

身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
し
ま
す
。

七
十
歳
に
な
る
と
ー

　
■
敬
老
の
日
ま
で
に
、
市
内
に
六

ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
■
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費

助
成
。

　
■
年
額
九
万
円
（
十
月
か
ら
十
四

万
四
千
円
）
の
老
齢
福
祉
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
－

　
老
人
の
た
め
の
施
設
の
建
設
を
促

進
し
ま
す
。
六
十
歳
以
上
の
一
人
ぐ

ら
し
老
人
で
、
自
力
で
除
雪
不
可
能

の
場
合
、
除
雪
費
を
援
助
。
ま
た
老

人
ホ
ー
ム
等
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

生
き
る
と
は
何
か
！

1
市
民
大
学
講
座
を
開
設

　
九
月
は
、
市
民
大
学
講
座
「
生
き

る
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に
行
な
い

ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
だ
い
た
い
三

十
代
か
ら
五
十
代
の
成
人
男
女
を
対

象
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
関
心
の
あ

る
方
は
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

　
と
き
　
九
月
十
七
日
、
　
「
物
質
文

明
へ
の
挑
戦
」
講
師
”
島
田
一
男
氏

　
九
月
二
十
三
日
「
生
き
る
と
は
何

か
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
講
師
”
水
沢

謙
一
氏
・
馬
場
金
太
郎
氏
・
岸
井
勇

雄
氏
・
小
林
由
弘
氏
（
司
会
）

　
い
ず
れ
も
、
夜
七
時
～
八
時
五
十

分
。

　
と
こ
ろ
　
市
公
民
館
（
学
校
町
）

声
の
市
政
だ
よ
り

を
製
作

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
春

日
市
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
身
障
連

盲
人
部
会
（
会
員
約
三
十
五
人
）
か

ら
要
望
さ
れ
て
い
た
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
に
よ
る
声
の
市
政
だ
よ
り
を

製
作
し
ま
し
た
。
第
一
回
は
、
市

農
協
の
協
力
を
得
て
、
広
報
課
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
市
報
八
月
号
の

記
事
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、
去

る
八
月
二
十
九
日
、
盲
人
部
会
長

の
小
池
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、
所
要
時
間

一
時
間
二
十
分
と
ぴ
っ
し
り
。
こ

の
身
近
な
情
報
は
、
会
員
間
に
順

次
回
覧
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
会
員
達
は
、
身
近
な
市
の
で
き

ご
と
を
直
接
耳
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
み
ん
な
大
喜
び
。
市
報
九

月
号
の
テ
ー
プ
を
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
プ
を
聞
く
小
池
琴
二

さ
ん
（
宮
下
東
）



、
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国
勢
調
査
調
査
員
氏
名

　
　
〔
〕
内
は
担
当
地
区
名

●
＋
日
町
地
区

〔
八
幡
田
町
〕
広
田
辰
雄
、
水
落
達

夫
〔
西
本
町
〕
関
谷
金
松
〔
根
茂
寮
〕

柳
良
度
〔
本
町
六
丁
目
二
星
野
忠

男
、
佐
藤
正
彦
〔
本
町
六
丁
目
二
〕

根
津
哲
夫
　
　
〔
本
町
六
丁
目
三
〕
大

島
栄
作
〔
上
川
町
〕
樋
口
新
一
〔
田

川
町
一
丁
目
〕
片
桐
久
作
〔
田
川
町

二
丁
目
〕
若
井
新
助
、
佐
藤
信
久

〔
田
川
町
三
丁
目
〕
池
田
辰
栄
、
若
井

正
伸
〔
川
原
町
〕
庭
野
光
夫
〔
田
中

町
本
通
り
〕
小
海
義
輝
、
中
林
勇
雄

〔
本
町
五
丁
目
〕
関
口
美
影
〔
稲
荷

町
一
丁
目
〕
上
原
貞
蔵
〔
稲
荷
町
二

丁
目
〕
中
林
順
治
〔
稲
荷
町
三
丁
目

北
〕
高
橋
安
治
〔
稲
荷
町

西
〕
広
田
勲
〔
稲
荷
町
三

丁
目
本
通
り
〕
阿
部
正
敏

〔
稲
荷
町
三
丁
目
南
〕
草

間
金
次
郎
〔
稲
荷
町
三
丁

目
東
・
旭
町
〕
小
川
修
平

〔
稲
荷
町
四
丁
目
〕
酒
井

三
郎
、
八
島
勉
〔
昭
和
町

四
丁
目
〕
佐
野
久
治
〔
西

浦
町
西
〕
大
島
茂
一
郎

〔
西
浦
町
東
〕
丹
羽
茂
〔
本

町
四
丁
目
〕
内
山
仙
吉
〔
田

中
町
西
〕
霜
垣
信
一
〔
田
中
町
東
〕

西
方
勝
太
郎
〔
若
宮
町
〕
阿
部
国

治
〔
水
野
町
〕
大
島
伊
一
〔
学
校
町

一
丁
目
〕
庭
野
新
七
〔
学
校
町
二
丁

目
〕
矢
口
辰
幸
〔
宮
下
町
東
〕
牧
野

健
〔
宮
下
町
西
〕
宮
入
正
一
〔
諏
訪

町
〕
佐
伯
忠
男
〔
本
町
三
丁
目
〕
蕪

木
孫
右
〔
神
明
町
〕
徳
永
泰
三
「
関

口
樋
口
町
〕
田
村
孝
次
郎
〔
加
賀
糸

屋
町
〕
根
津
佐
太
郎
〔
駅
通
り
〕
田

口
勝
、
大
島
新
三
〔
昭
和
町
三
丁
目
〕

石
坂
正
隆
〔
泉
町
〕
樋
口
政
春
〔
丸

山
町
〕
阿
部
栄
治
〔
千
代
田
町
〕

式
場
三
郎
〔
島
〕
庭
野
貞
作
、
春
日

勝
〔
高
田
町
三
丁
目
西
〕
小
宮
山
正

巳
〔
関
芳
寮
〕
渡
辺
一
〔
高
田
町
三

丁
目
南
〕
田
川
正
三
、
樋
口
虎
治
〔
十

日
町
病
院
〕
根
津
均
〔
十
日
町
病

院
寮
〕
尾
身
直
子
〔
高
田
町
三
丁
目

東
〕
村
山
福
吉
〔
高
田
町
二
丁
目
〕

徳
永
啓
吉
〔
昭
和
町
二
丁
目
〕
小
杉

邦
子
〔
西
寺
町
〕
高
橋
治
作
〔
七
軒

　
　
　
　
　
　
　
町
〕
高
橋
米
蔵

膠庭
濡量
細r

　
　
　
　
　
　
　
〔
高
田
町
一
丁
目
〕

　
　
　
　
　
　
　
田
村
寅
治
〔
袋
町

　
　
　
　
　
　
　
西
〕
五
十
嵐
保
〔
袋

　
　
　
　
　
　
　
町
中
〕
山
田
真
佐

　
　
　
　
　
　
　
栄
　
　
〔
袋
町
東
〕

　
　
　
　
　
　
　
本
田
隆
治
〔
本
町

　
　
　
　
　
　
　
二
丁
目
〕
山
内
士

　
　
　
　
　
　
　
郎
〔
本
町
東
一
丁

鰭
　
　
紳
　
　
目
〕
田
村
猛
〔
本

　
　
　
　
　
　
　
町
一
丁
目
下
〕
牧

　
　
　
　
　
　
　
野
泰
法
〔
本
町
一

丁
目
上
〕
滝
沢
文
吉
〔
滝
文
寮
〕
石

沢
資
郎
〔
本
町
西
一
丁
目
〕
宮
内
喜

平
〔
昭
和
町
一
丁
目
〕
中
島
孝
作
〔
栄

町
〕
岩
田
正
孝
〔
江
道
・
猿
倉
〕
庭

野
弘
〔
津
池
〕
小
林
好
一
〔
赤
倉
〕

庭
野
栄
一
郎
〔
菅
沼
・
大
池
〕
庭
野

栄
松

●
川
治
地
区

〔
高
田
町
涯
r
目
〕
池
田
定
治
〔
高

田
町
四
r
目
〕
高
橋
ヒ
サ
〔
寿
町
四

r
目
〕
長
津
進
〔
桜
木
町
〕
星
名
健

コ
、
〔
美
雪
町
二
r
目
〕
古
沢
昭
．
．
一
〔
美

雪
町
一
・
二
丁
目
〕
高
橋
好
雄
〔
錦

町
一
・
．
一
r
目
〕

阿
部
重
吉
　
〔
春

日
町
一
丁
目
〕
児

玉
栄
重
〔
春
日
町

手
目
〕
柳
辰
春
　
澤
講
、

〔
春
日
町
三
丁
目
〕

高
橋
萬
平
、
山
本

繁
敏
　
　
〔
高
山
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
6

二
〕
阿
部
信
久
〔
高

山
第
三
〕
高
橋
茂

〔
高
山
第
四
〕
村

山
実
　
　
〔
エ
ド
ヤ

寮
〕
水
野
二
郎
〔
寿
町
一

丁
目
〕
西
野
繁
〔
千
歳
町
・

阿
部
民
男

口
彰
〔
山
本
町
二
丁
目
〕

〔
山
本
町
三
丁
目
〕

本
町
四
・
五
丁
目
〕

治
下
町
第
乙
斉
藤
紀
元

町
第
二
〕
佐
藤
一
男

・
二
丁
目
〕
大
津
牧
平

一
〕
柳
健
一

建
治

之
古
第
ご
高
橋
秀
雄

二
〕
高
橋
正
和

町
・
明
石
町
〕
田
村
文
吉

第
乙
高
橋
英
男

板
場
市
太
郎

四
郎
〔
川
治
下
町
第
三
〕

郎
〔
川
治
中
町
〕

上
町
〕
遠
田
彰
平

二
・
浅
之
平
〕
南
雲
幸
一

　
　
　
　
・
二
・
三

　
　
　
　
河
内
町
〕

〔
山
本
町
一
丁
目
〕
樋

　
　
　
　
桑
原
映
吉

　
　
斉
木
英
計
〔
山

　
　
小
林
朝
乃
〔
川

　
　
　
　
　
〔
川
治
下

　
　
　
　
　
　
〔
妻
有
町
西
一

　
　
　
　
　
　
　
〔
北
新
田
第

　
　
　
〔
北
新
田
第
二
〕
岡
村

〔
北
新
田
第
三
〕
樋
ロ
キ
ミ
〔
城

　
　
　
　
　
　
　
〔
城
之
古
第

　
　
　
　
〔
城
之
古
第
三
・
東

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
谷
内
丑

　
　
　
　
　
〔
谷
内
丑
第
二
〕

　
　
　
　
〔
川
治
内
後
〕
松
沢

　
　
　
　
　
　
　
須
藤
彦
四

　
　
　
　
中
沢
林
平
〔
川
治

　
　
　
　
　
〔
関
根
第
一
・
第

　
　
　
　
　
　
　
〔
笹
之
沢
〕

服
部
栄
一
　
〔
落
之
水
〕
斉
木
孝
允

〔
長
里
・
椌
木
〕
斉
木
徳
栄
〔
池
之

平
・
孕
石
〕
村
山
正
之

●
六
箇
地
区

〔
中
村
〕
小
杉
茂
〔
山
谷
・
麻
畑
〕

柳
秀
夫
〔
田
麦
〕
福
崎
正
幸
〔
塩
之

　
　
　
　
又
〕
桑
原
清
正
〔
ニ
ツ
屋
〕

　
　
　
　
俵
山
正
亥
〔
船
坂
〕
徳
永

　
　
　
　
三
義

　
　
　
　
●
吉
田
地
区

　
　
　
　
〔
稲
葉
〕
児
玉
新
一
〔
山

　
　
　
　
谷
〕
渡
辺
敏
一
、
酒
井
一

響
蕪
離
〕
〔
懸
羅
F

　
　
　
　
一
夫
〔
北
鐙
坂
第
一
〕
吉

　
　
　
　
沢
米
一
〔
北
鐙
坂
第
二
〕

　
　
　
　
古
沢
英
雄
〔
北
鐙
坂
第
三
〕

　
　
　
　
栗
林
鎌
一
　
〔
南
鐙
坂
〕

保
坂
久
一
、
保
坂
敬
治
〔
高
島
第
一
〕

佐
野
繁
喜
　
　
〔
高
島
第
二
〕
涌
井
重

二
〔
鉢
〕
尾
身
正
作
、
尾
身
保
〔
中

手
〕
水
内
茂
〔
名
ケ
山
〕
桑
原
一
郎

〔
中
平
〕
尾
身
幸
雄

●
中
条
地
区

〔
尾
崎
〕
小
川
辰
治
〔
五
軒
新
田
〕

高
橋
貞
夫
〔
四
日
町
第
乙
池
田
栄
、

小
川
源
次
　
〔
四
日
町
第
二
〕
西
川

勝
雄
、
小
海
正
徳
〔
四
日
町
第
三
〕

内
藤
喜
一
郎
、
二
瓶
清
一
〔
四
日
町

第
四
〕
谷
井
俊
行
〔
四
日
町
新
田
第

乙
太
田
道
夫
〔
四
日
町
新
田
第
二
〕

山
田
幸
文
〔
四
日
町
新
田
第
三
〕
山

田
恭
次
郎
、
樋
口
悟
郎
〔
四
日
町
第

四
・
南
新
田
町
〕
丸
山
富
士
郎
〔
三

和
町
〕
目
崎
正
吉
　
　
〔
本
町
七
丁
目

乙
村
山
貢
、
小
泉
節
子
〔
本
町
七

丁
目
二
〕
高
橋
茂
、
田
口
勝
利
〔
新

座
第
乙
鈴
木
義
長
、
根
津
貞
夫
〔
新

座
第
．
一
〕
樋
熊
茂
夫
、
遠
藤
昭
一

〔
新
座
第
三
〕
越
井
武
男
、
庭
野
喜

一
〔
睦
寮
〕
村
山
栄
〔
新
座
第
四
〕

越
村
斉
、
高
橋
三
五
郎
〔
北
原
〕
池

田
一
雄
〔
中
条
病
院
〕
小
野
塚
謙
治

〔
梅
沢
〕
上
田
喜
一
郎
〔
中
条
新
田
〕

岩
田
国
吉
〔
峠
〕
岩
田
悦
次
〔
中
条

島
〕
小
泉
丑
松
、
金
沢
清
〔
下
町
〕

樋
熊
久
雄
〔
中
町
〕
樋
口
東
司
〔
背

戸
〕
中
林
栄
三
郎
〔
上
町
〕
樋
口
健

一
、
和
田
良
之
助
〔
中
条
旭
町
〕
樋

口
栄
三
郎
、
和
田
潔
〔
太
子
堂
〕
小

宮
山
慶
一
〔
上
原
〕
大
熊
正
三
〔
塚

田
・
八
幡
〕
高
橋
勝
　
　
〔
市
之
沢
〕

小
宮
山
末
治
〔
入
山
・
池
谷
〕
山
本

徳
政
〔
焼
野
・
嘉
勝
〕
池
田
伊
勢
松

〔
轟
木
〕
藤
木
公
栄
〔
魚
之
田
川
〕

波
形
重
三
郎
〔
新
水
〕
岩
田
熊
二
〔
蕨

平
・
上
田
原
〕
西
山
熊
男
　
　
〔
宇
田

ケ
沢
・
菅
沼
〕

水
落
實
〔
山
新

田
・
小
貫
〕
庭

野
友
治
〔
東
・

西
枯
木
又
〕
山

田
房
吉
〔
三
ツ

山
・
高
場
〕
大

津
卯
三

●
下
条
地
区
　
　
　
．
“
k

〔
新
光
寺
〕
藤

巻
亮
〔
下
山
〕

山
田
一
男
〔
水

口
〕
山
田
興
夫
〔
新
保
〕
藤
田
秀
雄

〔
貝
ノ
川
〕
小
林
鉄
雄
〔
下
条
本
町
〕

中
町
由
男
〔
為
永
・
山
根
〕
村
山
清

治
〔
岩
野
〕
星
野
清
〔
下
条
中
央
通

り
〕
渡
辺
吉
一
〔
桑
原
・
野
田
・
蟹

沢
〕
開
発
一
郎
〔
下
条
栄
町
・
廿
日

城
〕
生
越
伊
三
郎
〔
原
〕
大
島
良
作

〔
山
際
〕
水
落
武
〔
上
新
田
第
こ

生
越
庚
作
〔
上
新
田
第
二
〕
関
由
昇

〔
上
新
田
第
三
〕
生
越
賢
二
　
　
〔
塩

野
〕
樋
口
策
衛
〔
願
入
〕
水
落
儀
一

〔
仙
之
山
・
平
〕
中
町
正
憲
　
　
〔
漉

野
〕
水
落
伊
佐
生
〔
二
子
〕
水
落
信

可
〔
慶
地
〕
小
宮
山
昭
策

●
水
沢
地
区

〔
天
池
・
細
尾
〕
宮
沢
富
松
〔
池
之

尻
・
漆
島
〕
佐
藤
修
一
〔
池
沢
〕
樋

口
正
徳
〔
野
中
〕
樋
口
政
信
〔
鍬
柄

沢
〕
桑
原
正
男
〔
当
間
〕
佐
藤
貞
夫

〔
二
俣
口
〕
熊
木
隆
〔
南
雲
〕
桑
原

久
雄
〔
中
在
家
〕
樋
口
昇
、
飯
塚
重

芳
〔
珠
川
〕
金
沢
進
〔
小
黒
沢
〕
宮

沢
忠
男
〔
大
黒
沢
第
こ
板
場
寅
夫

〔
大
黒
沢
第
二
〕
志
賀
秀
一
〔
大
黒

沢
東
〕
岡
田
義
明
〔
伊
達
第
乙
宮

沢
壮
一
〔
伊
達
第
二
〕
遠
田
栄
松
〔
伊

　
　
　
達
第
三
〕
村
山
賢
一
〔
伊
達

亀繰膨
　
　
　
第
四
〕
上
村
久
雄
〔
新
宮
第

　
　
　
一
・
幸
町
〕
村
山
昌
司
〔
新

　
　
　
宮
第
二
〕
金
沢
貢
　
　
〔
老
人

　
　
　
ホ
ー
ム
〕
富
井
泰
一
郎
〔
姿

　
　
　
第
ご
保
坂
巖
〔
姿
第
二
〕

　
　
　
金
沢
直
好
〔
太
田
島
第
乙

　
　
　
金
沢
誠
一
〔
太
田
島
第
二
〕

　
　
　
上
村
哲
男
〔
太
田
島
第
三
〕

　
　
　
高
橋
貢
〔
土
市
第
ご
富
井

　
　
　
良
通
〔
土
市
第
二
〕
池
田
勝

　
　
　
敏
、
山
崎
正
勝
〔
土
市
第
三
〕

樋
口
千
基
〔
土
市
　
第
四
〕
上
村
巌

〔
安
養
寺
〕
古
沢
賢
一
〔
馬
場
第
こ

富
井
一
男
　
　
〔
馬
場
第
二
〕
富
井
久

一
〔
馬
場
第
三
〕
富
井
武
正
〔
馬
場

第
四
〕
樋
口
克
二
〔
水
沢
第
ご
金

井
啓
三
郎
〔
水
沢
第
二
〕
大
口
軍
市

〔
水
沢
第
三
〕
福
島
正
幸

鷺
奮
耀

＿・　’・購

水飲み場の水道の蛇ロはこわれ

ている一。修理すると、またすぐ

にこわされてしまう。（干歳公園）

公
共
施
設
を

　
　
　
　
　
　
こ
わ
さ
な
い
で

　
緑
に
囲
ま
れ
た
公
園
　
　
与
え
て
く
れ
ま
す
。
現
在
、
市
内
に

施
設
は
、
私
た
ち
の
生
　
　
は
七
つ
の
都
市
公
園
と
五
つ
の
児
童

活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
　
　
遊
園
地
、
部
落
等
が
管
理
す
る
五
十

三
の
遊
園
地
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、

み
な
さ
ん
か
ら
気
持
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、
こ
わ
れ
た

箇
所
を
な
お
す
な
ど
の
維
持
補
修
を

行
な
っ
た
り
、
公
園
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
な
ど
管
理
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
、
公
園
等
の
施
設

が
一
部
の
方
に
よ
っ
て
、
故
意
に
こ

わ
さ
れ
、
そ
の
対
策
に
困
っ
て
い
ま

白
蕾
箭
丁
塁
丁

厚いガラスタイルでできた便所の窓ガラス

は、かたいものでたたかれたように、全部

こわれている。（千歳公園内の便所）

こわされた施設公園名

便器（男用）2つ粉失

樹木が折られている

便所の窓ガラスのヒビわれ

水道の蛇口を砂でふさぐ

便所の窓ガラスがわれ、水
道の蛇口がこわされている

四ツ宮公園

住吉公園

春日公園

寿北公園

千歳公園

す
。　

こ
の
ほ
ど
、
公
園
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
な
っ
た
際
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

施
設
が
こ
わ
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
公
園
内
の
便
所
の
窓
ガ
ラ

ス
、
水
道
の
蛇
口
が
こ
わ
さ
れ
た
り
、

樹
木
が
折
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
昭
和
町
一
こ
ど
も
会
は
、
昭
和
町

一
丁
目
の
小
学
校
三
年
生
以
上
で
結

成
。　

夏
休
み
期
間
中
、
千
歳
公
園
の
草

取
り
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
奉
仕
活
動
は
、
千
歳
公
園
が

つ
く
ら
れ
て
以
来
、
毎
年
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
も
、
補
導
員

の
佐
藤
、
大
島
、
石
田
、
山
田
、
田

村
さ
ん
の
指
導
で
、
　
「
少
し
で
も
人

に
役
立
つ
こ
と
を
実
行
し
た
い
」
と

こ
ど
も
た
ち
は
、
作
業
に
精
出
し
て

い
ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
町
一
丁
目

の
中
学
生
た
ち
は
、
昭
和
町
一
少
年

団
と
し
て
、
危
険
個
所
に
交
通
安
全

標
識
を
立
て
る
等
交
通
安
全
運
動
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
実
（
昭
和
町
一
）
さ
ん
は
、

「
一
部
の
も
の
の
た
め
に
、
み
ん
な

の
施
設
を
こ
わ
さ
れ
た
ら
大
変
1
。

こ
れ
以
上
、
こ
ど
も
た
ち
の
心
を
傷

つ
け
な
い
で
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
市
民
全
部
が
、
「
み
ん
な
の

公
共
施
設
を
大
切
に
」
と
い
う
心
が

ま
え
を
持
ち
つ
づ
け
た
い
も
の
で
す
。
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人に役立つ

　ことを実行

昭和町一こども会

公
園
の
草
取
り
作
業
に
汗
を
流
す

昭
和
町
一
こ
ど
も
会
（
千
歳
公
園
で
）

コ
モ
市
か
ら
物
産
展
の
案
内
状

　
本
市
は
、
イ
タ
リ
ア
国
コ
モ
市
と

産
業
、
教
育
、
文
化
、
経
済
の
交
流

を
は
か
ろ
う
と
、
去
る
二
月
二
十
七

日
姉
妹
都
市
提
携
し
、
両
市
民
の
友

好
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
、
春
日
市
長
の
と
こ
ろ
へ
、
一

通
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
手

紙
は
、
ガ
エ
タ
ノ
・
ゾ
ツ
カ
氏
（
コ

モ
市
輸
出
組
合
長
）
か
ら
の
も
の
で
、

十
日
町
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
日

本
で
開
催
す
る
コ
モ
市
物
産
展
に
お

い
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
案
内
状
で

し
た
。
開
催
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
の
で
、
機
会
の
あ
る
方
は
、
是

非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
モ
市
物
産
展
　
（
ネ
ク
タ
イ
、

　
ス
ヵ
ー
フ
、
既
製
服
等
）

　
と
き
　
九
月
二
十
九
日
～
十
月
一

　
日
（
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

　
と
き
　
十
月
二
日
～
十
月
四
日

　
（
東
京
帝
国
ホ
テ
ル
）

　
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

　
時
ま
で
。

相
談
を
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す

　
市
役
所
及
び
各
出
張
所
（
中
条
は

公
民
館
内
）
に
相
談
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
な
ん
で
も
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
真
接
口
頭

か
、
簡
単
な
も
の
は
手
紙
ま
た
は
電

話
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
毎
月
第

三
木
曜
日
（
午
前
十
時
～
午
後
三
時
）

は
、
定
例
相
談
と
し
て
、
市
役
所
市

民
相
談
室
で
、
行
政
管
理
庁
委
嘱
委

員
に
よ
る
行
政
相
談
と
県
交
通
事
故

相
談
員
に
よ
る
交
通
事
故
も
合
わ
せ

て
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

五
か
所
で
行
政
相
談
所

　
を
開
設

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
十
月
十
二
日
か
ら
十
九
日
は
、
行

政
相
談
週
間
で
す
。
市
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
国
や
県
、
市
な
ど
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
心
配
ご
と
相
談
や
交

通
事
故
相
談
も
合
わ
せ
て
行
な
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
を
厳
守
し

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
相
談
所
開
設
日
程

十
月
十
三
日
　
小
泉
公
民
館
分
館

十
月
十
四
日

十
月
十
五
日

十
月
十
六
日

十
月
十
七
日

大
井
田
公
民
館
分
館

伊
達
公
民
館
分
館

市
役
所
相
談
室

上
新
田
公
民
館
分
館

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。

　
相
談
者
行
政
管
理
庁
委
嘱
委
員

及
び
各
地
区
担
当
の
市
行
政
委
員

　
市
展
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
第
八
回
市
展
は
十
月
十
日
か
ら
十

二
日
ま
で
、
市
公
民
館
で
開
か
れ
ま

す
。
是
非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。



q
略
略

（第3種郵便物認可）昭和50年9月10日

d鍔ツ6δ
進列　　　　 o　，

1雛お161
と的’準　　，騒
あ舞備　、、
台フ日を　　馬、
風に本　　　　噂　　　　　　覧　竃

、
、

、
　、

①S．34．7号台風

②S．24．キテイ台風
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心
の
準
備
を

　
　
　
　
　
　
台
風
は
、
毎
年
日
本

　
　
　
　
　
列
島
を
標
的
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
進
み
、
こ
と
し
の
台
風

シ
　
　
　
　
　
五
・
六
号
は
日
本
各
地

　
　
　
　
　
に
大
き
な
被
害
を
も
た

　
　
　
　
　
ら
し
ま
し
た
。
過
去
に

　
0
　
　
お
い
て
、
新
潟
県
下
に

　
　
　
　
　
風
水
害
を
起
こ
し
た
台

　
　
　
　
　
風
は
、
九
月
中
旬
が
最

　
　
　
　
　
も
多
く
被
害
の
規
模
も

倉
　
　
　
　
　
最
大
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
本
格
的
な
台
風
シ
；
ズ

　
　
　
　
　
ン
を
迎
え
、
つ
ぎ
の
こ

　
　
　
　
　
と
に
注
意
し
、
台
風
に

　
　
　
　
　
対
す
る
備
え
に
万
全
を

　
4
マ
る
■
●
三
…
言
三
一
3
誓
：
雷
8
三
…
言
・
；
』
…
言
・
・
二
乙
：
曹
三
…
．
．
．
9
一
。
…
3
．
．

ア
メ
シ
ロ
を
退
治

し
よ
噴
つ

防
除
機
を
お
貸
し
し
ま
す

期
し
て
く
だ

さ
い
。

　
◎
屋
根
、

壁
、
窓
、
テ

レ
ビ
ア
ン
テ

ナ
、
看
板
、
煙

突
等
の
補
強

修
理
す
る
。

　
◎
家
の
囲
り
の
排
水
を
良
く
し
、

浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
所
は
、
便
所
の

汲
み
取
り
を
す
る
。

　
◎
避
難
や
停
電
に
備
え
、
懐
中
電

風
速
と
被
害
状
況

風速m／5 風圧㎏〆㎡ 被害内容
10 5．0 雨傘がこわれる。

15 12．0
取付けの悪い看板やトタン
が飛ぷ。

20 20．0
L体を30度位傾けないと風
に向っで歩けない。

25 31．0
瓦が飛んだり、煙突が倒れ
る。

30 45．0
雨戸がはずれ　しっかりし
ていない家は倒れる。

40 80．0
汽車（客車）が倒れる。小石
が飛ぶ。立って歩けない。

50 125．0
たいていの木造家屋は倒れ
樹木は根こそぎになる。

曇
る
一
三
三
…
7
三
一
幡
…
言
＝
・
一
：
三
…
，
・
三
曹
…
3
言
る
7
一
・
二
・
三
…
．
9
三
…
…
．
。
．
一
＝
一
．

　
　
ア
メ
シ
ロ
の
二
回
目
の
発
生
期
で

　
す
。
家
の
ま
わ
り
の
木
の
葉
を
よ
く

　
観
察
し
、
ス
カ
シ
状
の
葉
が
あ
っ
た

　
ら
、
そ
れ
が
ア
メ
シ
ロ
の
巣
で
す
。

　
　
防
除
方
法
は
枝
切
と
巣
焼
き
が
、

　
効
果
的
で
す
。
幼
虫
が
四
齢
以
上
に

　
な
る
と
一
匹
づ
つ
行
動
し
ま
す
の
で

　
こ
の
時
期
に
は
、
薬
剤
に
よ
る
防
除

　
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
市
役
所
で
は
、
枝
切
り
バ
サ
、
、
・
と

　
防
除
機
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ご
希

　
望
の
方
は
、
町
内
あ
る
い
は
事
業
所

　
単
位
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
非
常
　
　
　
◎
バ
ケ
ツ
や
水
筒
に
水
や
お
茶
を

食
、
応
急
医
薬
品
等
を
用
意
す
る
。
　
　
貯
え
る
。

預
託
金
を
増
額
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
融
資
制
度

　
商
工
業
の
発
展
は
、
市
産
業
の
発

展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ

れ
ら
中
小
企
業
へ
の
融
資
の
道
を
開

く
た
め
、
商
工
中
金
を
は
じ
め
、
各

金
融
機
関
に
資
金
を
預
託
し
て
、
大

ぜ
い
の
業
者
の
み
な
さ
ん
の
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
▽
市
中
小
企
業
振
興
資
金

　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
及
び

店
舗
を
有
す
る
中
小
企
業
で
設
備
運

転
に
要
す
る
資
金
を
融
資
。
設
備
資

金
は
期
間
五
年
以
内
、
貸
付
限
度
額

は
、
設
備
所
要
資
金
の
八
十
護
以
内

の
額
で
三
百
万
円
以
下
。
運
転
資
金

は
、
期
間
二
ヵ
年
以
内
で
限
度
額
二

百
万
円
以
内
。

い
ず
れ
も
引
続
き
一
ヵ
年
以
上
の
営

業
経
歴
の
あ
る
も
の
。
こ
の
ほ
か
、

都
市
計
画
事
業
等
、
公
共
事
業
の
た

め
、
店
舗
等
の
移
改
築
を
す
る
場
合

等
の
商
店
街
等
近
代
化
資
金
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　
▽
市
地
方
産
業
育
成
資
金

　
市
内
の
中
小
企
業
が
、
店
舗
改
善

資
金
や
運
転
資
金
と
す
る
も
の
で
、

貸
付
限
度
額
は
百
五
十
万
円
以
内
。

一
ヵ
年
以
内
。
貸
付
利

率
は
年
七
・
五
誕
で
す
。
こ
れ
ら
の

制
度
融
資
の
申
し
込
み
と
ご
相
談
は
、

毎
月
末
日
ま
で
に
市
役
所
商
工
課
ま

た
は
商
工
会
議
所
、
水
沢
商
工
会
で

お
受
け
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
資
本
金
五
千
万
円
以

下
、
従
業
員
三
百
人
以
下
の
中
小
企

業
者
を
対
象
に
、
工
場
ま
た
は
事
業

所
等
の
公
害
除
去
や
防
止
の
た
め
に

必
要
な
機
械
器
具
装
置
、
工
作
物
を

設
置
改
善
す
る
場
合
、
市
公
害
防
止

施
設
貸
付
資
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
十
台
以
上
収
容
で

き
る
駐
車
場
を
設
置
す
る
場
合
、
つ

ぎ
の
と
お
り
、
市
駐
車
場
設
置
資
金

貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
貸
付
限
度
額
　
共
同
施
設
二
千
万

円
。
駐
車
場
を
業
と
す
る
場
合
千
万

円
。
前
各
号
以
外
五
百
万
円
。
お
申

し
込
み
は
市
役
所
環
境
課
へ
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

休
館
日
が
変
わ
り
ま
し
た

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
最
近

の
社
会
情
勢
の
変
化
、
ホ
ー
ム
の
利

用
状
況
、
県
内
の
他
ホ
ー
ム
と
の
関

係
等
を
考
え
、
九
月
一
日
よ
り
休
館
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ロ

穆
フ
ォ
ー
き
ま

ド

一
　
写
真
が
メ
シ
の
次
に
大
好
き
な

一一

　
者
の
集
ま
り
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
あ

　
り
、
自
営
商
業
者
あ
り
の
混
成
グ

　
ル
ー
プ
。
会
長
は
樋
口
喜
一
（
谷

　
内
丑
）
直
前
会
長
は
庭
野
泰
明
（
広

　
報
協
力
員
）
会
員
数
は
十
名
、
た

　
だ
い
ま
同
好
の
士
を
募
集
中
。
老

　
若
男
女
を
問
わ
ず
、
希
望
者
は
谷

　
内
丑
の
樋
口
喜
一
へ
。

　
　
毎
年
八
月
の
お
祭
り
に
展
覧
会

　
を
開
い
て
い
る
が
、
今
年
の
テ
ー

　
マ
は
“
市
民
の
顔
”
。
市
民
と
の
連

一甲一一一一一〇幽一一一一旧一一甲一一一一一一噂一一一一甲一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

講
繍
醗
鳳

う
の
が
会
員
の
望
み
で
あ
る
。
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日
及
び
開
館
、
閉
館
の
時
刻
を
つ
ぎ

の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

　
休
館
日

二
月
一
日
～
三
日
及
び
十
二
月
二

　
十
九
日
～
三
十
一
日

・
第
一
、
二
、
四
、
五
金
曜
日
及
び

　
第
三
日
曜
日
と
国
民
の
祝
日

（
開
館
及
び
閉
館
の
時
刻
）

・
平
日
　
午
後
一
時
～
午
後
九
時

・
日
曜
日
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
心
障
者
雇
用
促
進
展
を
開
催

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
は
、
九

月
を
「
心
身
障
害
者
雇
用
運
動
月
間
」

と
定
め
、
心
身
障
害
者
の
雇
用
促
進

対
策
を
重
点
的
に
す
す
め
て
い
ま
す

が
、
そ
の
お
も
な
行
事
の
う
ち
「
心

身
障
害
者
雇
用
促
進
展
」
を
つ
ぎ
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
と
　
き
　
九
月
十
三
日
～
十
四
日

　
と
こ
ろ
　
市
農
協
福
祉
会
館

　
戦
没
者
の
遺
族
に
特
別

　
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
つ
ぎ
の
条
件
に
該
当
す
る

遺
族
は
、
特
別
弔
慰
金
と
し
て
新
た

に
二
十
万
円
（
十
年
償
還
無
利
子
国

債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
・
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

　
で
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な

　
ど
を
受
給
し
て
い
た
人
が
死
亡
な

　
ど
に
よ
り
失
権
し
、
ほ
か
に
扶
助

　
料
、
年
金
な
ど
を
受
給
す
る
こ
と

　
の
で
き
る
人
が
い
な
い
こ
と
。

　
・
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後

　
の
戦
没
者
の
遺
族
で
弔
慰
金
（
五

　
万
円
又
は
三
万
円
）
を
受
給
し
た

　
人
が
お
り
、
特
別
弔
慰
金
（
三
万

　
円
）
を
請
求
し
な
か
っ
た
遺
族
。

　
・
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
か
ら
昭

　
和
十
六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
間

　
の
戦
没
者
の
遺
族
。

　
請
求
手
続
き
等
詳
し
い
こ
と
は
市

社
会
福
祉
事
務
所
へ
。
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国
勢
調
査
の

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

国
勢
調
査

10

月
－
日
実
施

、
調
査
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

1査ママ・ボクの名がならぶモ

滝沢竃君（田中東、平八・利子長男）は、今日も元気に

はしゃぎまわっている一。

議ミ国勢

　
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
第
十
二
回
目
の
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
赤
ん
坊
か
ら
、
お
年
寄

り
ま
で
全
員
が
調
査
票
に
記
入
さ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査

　
こ
れ
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
っ
と

も
古
く
、
し
か
も
大
規
模
な
、
大
事

な
調
査
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
む
か
し
、
徳
川
時
代
（
一
七
二
一

年
）
に
人
民
の
調
査
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
れ
は
、
庄
屋
㌦
名
主
が
人
別
帳

を
作
り
、
そ
れ
を
町
年
寄
に
渡
し
、

町
年
寄
は
町
奉
行

へ
、
そ
し
て
武
家

公
卿
に
と
渡
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
十
日
町
市
の
一

部
に
お
い
て
、
元

禄
五
年
（
一
六
九

二
年
）
に
行
な
わ

れ
た
「
妻
有
組
諸

色
改
覚
書
」
に
戸

数
・
人
口
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
十
日
町
村
で
戸

数
百
九
十
・
人
口
干
二
百
四
十
九
、

水
沢
地
区
（
馬
場
村
・
伊
達
村
外
五

村
の
計
）
で
戸
数
百
九
十
二
・
人
口

千
九
百
八
十
六
と
し
る
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
十
日
町
市
の
一
地
区
で
あ

っ
た
旧
北
新
田
村
に
お
い
て
も
、
戸

籍
調
査
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
「
宗

門
人
別
書
上
帳
」
が
天
保
五
年
（
一

八
三
四
年
）
に
作
ら
れ
、
そ
の
資
料

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宗
門
帳
は
、
戸
籍
法
（
明
治

四
年
）
が
で
き
る
ま
で
続
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
そ
し
て
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）

に
戸
口
調
査
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結

果
、
全
国
で
三
千
三
百
万
人
と
し
る

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
戸
籍
調
査
と
し
て
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
調
査
の

必
要
性
か

ら
、
明
治

十
二
年
杉

享
二
博
士

に
よ
っ
て

「
甲
斐
国

現
在
人
別

調
」
が
実

施
さ
れ
て
以
来
、
よ
う
や
く
人
ロ
セ

ン
サ
ス
と
し
て
、
大
正
九
年
十
月
一

日
第
一
回
国
勢
調
査
の
運
び
と
な
り
、

以
後
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
第
十
二
回
目
の
国
勢
調
査

と
な
り
ま
し
た
。

　
ど
う
か
皆
様
の
、
特
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
、

　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査

　
　
　
　
十
日
町
市
実
施
本
部

●
調
査
の
ね
ら
い

　
最
近
、
過
．
密
・
過
疎
問
題
、
人
口

老
齢
化
や
核
家
族
化
に
伴
う
社
会
福

祉
対
策
な
ど
が
論
議
さ
れ
て
お
り
、

人
口
や
世
帯
に
関
す
る
き
め
細
か
い

統
計
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
全
国
・
都
道
府
県

・
市
区
町
村
の
人
口
や
世
帯
数
、
年

齢
別
な
ど
の
人
口
構
成
、
核
家
族
や

そ
の
他
の
世
帯
の
構
成
を
明
ら
か
に

し
て
、
国
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道
府
県

や
市
区
町
村
の
地
域
社
会
に
直
結
す

る
行
政
に
役
立
つ
基
本
的
資
料
を
得

る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

●
調
査
の
し
く
み

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の
間
に
、
調
査
員
が
各
世
帯

に
「
調
査
票
」
を
配
り
、
調
査

票
の
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

“

十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
間

に
、
も
う
一
度
、
各
世
帯
を
訪

問
し
、
記
入
済
み
の
調
査
票
を

集
め
ま
す
。

←

調
査
票
は
、
市
区
町
村
↓
都
道

府
県
を
通
じ
て
総
理
府
統
計
局

に
集
め
ら
れ
、
直
接
「
機
械
」

に
か
け
て
、
調
査
結
果
を
集
計

し
ま
す
。

調
査
票
は
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、

丸
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
〃
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●
調
査
の
時
期

　
　
と
方
法

　
全
国
で
六
十
七
万
人
の
調
査
員
、

十
日
町
市
で
は
、
市
内
を
二
百
七
十

の
調
査
区
に
分
け
、
約
二
百
八
十
名

の
調
査
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
は
九
月
二
十
四
日
か
ら
、

各
世
帯
に
、
　
「
調
査
票
」
と
「
国
勢

調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い
（
調
査
票

の
記
入
例
）
」
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

各
世
帯
は
十
月
一
日
午
前
零
時
現
在

に
お
い
て
、
ま
た
就
業
状
態
等
に
つ

い
て
は
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十

日
の
間
の
状
態
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
　
「
国
勢
調

査
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
を
よ
く
読

ん
で
か
ら
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
記
入
さ
れ
た
「
調
査
票
」
は
、
十

月
一
日
か
ら
調
査
員
が
集
め
に
伺
い

ま
す
。●

十
六
項
目
を

　
　
　
調
査

　
今
回
は
つ
ぎ
の
十
六
項
目
を
調
査

し
ま
す
。

　
〔
世
帯
員
に
っ
い
て
〕

1
、
氏
名

2
、
男
女
の
別

3
、
世
帯
主
と
の
続
き
柄

4
、
出
生
の
年
月

5
、
配
偶
者
の
有
無

6
、
国
籍

7
、
仕
事
を
し
た
か
ど
う
か
の
別

8
、
従
業
地
又
は
通
学
地

9
、
従
業
上
の
地
位

10、

勤
め
先
・
業
主
な
ど
の
事
業
の

　
種
類

n
、
本
人
の
仕
事
の
種
類

〔
世
帯
に
つ
い
て
〕

12、

世
帯
の
種
類

13、

世
帯
人
員

14、

住
居
の
種
類

15、

居
住
室
数

16、

居
住
室
の
畳
数

第1回国勢調査以来の市人ロ

“
ひ
と
り
も
漏
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
の
ま
ま
”

地区別
大正
9年

大正
14年

昭和
5年

昭和
10年

昭和
15年

昭和
22年

昭和
25年

昭和
聞年

昭和
35年

昭和
40年

昭和
45年

総数
　男

　女
●笹融●

　　人
33，886

16，699

．照財

5，948

　　人
35，372

17，580

．些7・792

5濁

　　人
37，716

18，942

．裳寧照

6，450

　　人
43，121

21，816

辺2305

7』語

　　人
43，431

21，571

鉱鱒．

　一

　　人
48，917

　一

　一
〇
　
一

　　人
49，370

24，124

25，246

”瀬9。

　　人
50，755

24，358

観％，

8，696

　　人
49，854

23，850

釜・脳
σ14吾σ

　　人
49，576

23，631

禦衝．

10，435

　　人
49，619

23，701

禦1旦
11，332

十日町

地区

　　人

7，770

　　人

8，576

　　人

9，615

　　人
11，929

　　人
12，357

　　人
13，575

　　人
14，063

　　人
14，747

　　人
14，816

　　人
15，287

　　人
14，599

吉田
地区

4，247 4，458 4，701 7，104 5，723 6，332 5，722 5，389 5，011 4，566 4，163

下条
地区

4，530 4，402 4，634 4，475 4，664 5，462 5，516 5，225 4，856 4，645 4，399

中条
地区

7，350 7，525 7，810 8，069 8，418 9，476 9，790 9，781 9，647 9，579 10，527

川　治

地区
3，473 3，510 3，724 4，155 4，525 5，162 5，363 6，118 6，422 7，159 8，146

六箇
地区

1，438 1，479 1，480 1，468 1，480 1，662 1，654 1，588 1，470 1，293 1，102

水沢
地区

5，078 5，422 5，752 5，921 6，264 7，248 7，262 7，907 7，632 7，047 6，683

増減数
（対前年）

1，486 3，344 5，405 310 5，486 453 1，385 △901 △278 43

増減率

　　％
（対前年比）

4．2 6．2 12．5 0．7 11．2 0．9 2．8 △1．8 △0．6 0．1

1
、
目
的

　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
の
普
及
と

成
果
を
た
か
め
る
た
め
、
昭
和
五
十

年
国
勢
調
査
（
十
月
一
日
実
施
）
新

潟
県
予
想
人
口
を
懸
賞
募
集
し
ま
す
。

2
、
主
催

　
新
潟
県

3
、
応
募
内
容

　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
に
よ
る
新

　
潟
県
の
常
住
人
口
数
を
当
て
る
。

4
、
応
募
方
法

　
n
新
潟
県
内
に
居
住
す
る
人
に
限

　
り
ま
す
。

　
⑭
用
紙
は
官
製
ハ
ガ
キ
を
用
い
、

　
一
枚
一
答
と
し
ま
す
。

　
鋤
人
口
数
は
算
用
数
字
を
使
い
ま

　
す
。

　
む
応
募
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

　
田
応
募
「
は
が
き
」
に
は
、
住
所
・

　
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
（
児

　
童
・
生
徒
・
学
生
は
所
属
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腿雛　’聾螂燃槻
口口　　　口［コロ

　一　，　一　一　一　　一　雫　一　一　一　一　暫　幌　一　

一
〇

一P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　5一　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿」

1
　 、，．だん自、んでいるへをもれなく，9『いてくだきい

　　　　　　　　　’｝　｝　一　一　冒　　　　　　　一　暫　一

　　　　男　　　　女
　　　　コ　　　［コ

男　　　　女
口　　　［」

世
　
　
帯

　　　2世帯主との続き柄
　ゴ・係・兄弗輔妹には
　　簿めます
　父母・峯1［父母・兄弟締妹に13
　　ボ、みた　それらの続き柄のへも含めます

兄弟他の
輔妹縄旋

Lコロ

物鵬チ　父母脚
し1口【コ　　　ロロ
　　　　舳ゐ　肴』そ唯
　　　　　軍餐
　　　　　口

　　横線を濃く
膏主管‘

　　　　1　　冒1　ん噂－貞・喝喉館1配偶轟

【コロEコロロロ
兄弟他の　1魅緬馴肩1そ碗
舗妹縄族　　　家餐曾星

口口　　　口口口

僻謝のチ　係父1“父
俄齢1配属轟
【ニコ［ コ⊂コ［コロ〔
兄弟飽の　　『1砧みの醐揃
鰍糀族　　齢轍ぞ碗
口【コ　　　EコLコ〔．

員　　

　3出生の年月
全I

　
1

明沽大正昭佃　　謄晦以前
【コ［＝コロ　　　【コ

P一一一一一一一一｝F一『一一一一一一〕一一『

明治六正昭和　　唖劇嫡
　　口口　　　［コ
　　　　　7　　＿　　，　　｝　一　　一　　一　　一　　，　　一　　『

1

明沽大止昭和　　慶応以繭
口Eコ〔］　　　［コ

r　一　一－「　　『　 　一　一　一　一「

　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　1

明治大正昭椰　　慶ξ以前
口［ニコ［二」　　［」 日

弗一　　　　　’ ”
．

文ヨ　　目 q　　　　　門 年　　　　　月
　　　　一　　　　

』，』』＿7＝

望字讐菖讐
　　　　＿　＿　一一　　

聖
‘
一

〔］

一
員、

卜
4
配 偶者の有無
　　肺咄♂痢薫に関係なく。記人してください

樹（響∂鯉隅聯1離別
　口　　　［コEコ［ニコ

嫡（瞥こ）側偶翻離別
　［コ　　　に、1r】［二1．
　一　　

樋（響∂有配嘱死別闘
　口　　　LコLコ【 」 ■

に！

卜
卜

　　　　　　Il 魯i
　　外国力場合は　国名も，17いてください

目本　炸国

口 アー一一『一一『『

＿
I
l
署

石は
［　　占一＿＿一一一一｝一、

　　’n、

日’卜　外国

　了
　　　一　＿　＿　噛　一　

　ρ　1－　　　　　　　　　　　I
　l当　』二巴

日本　埣国

［コ［ニコ

　　1　　印＝』一一　ユ 一一－ 　一マー

　i口
　1塾　上』 ＿　一眉一 4　＿i 二二二

「
F

■

線

口
記
　入
お
わ

い　た　い

おい二　　憲帆ヒハ　遭1勘かた
他撃　　ほ’・吐事　わり吐事

［こ十』］
っヒ　9月潤日から30日までの1週問に

6仕事をしましたか
仕
少しでも

ヰ

い　た　』レ　た

おもに　　『曝帆との　‘帥かた
仕　5　　，3か仕奮　わ材t督

3，らに　　蜜帆とハ　通1帥o・た

仕餐　　はか仕争　わら佳修
【 」　　L」　　　1 1 ■

し、

仕・トとは　収入をともなう仕事を

　　　自家営裳〔農業や店のlt

　，㌻

した人は
曽 甲

　7－10欄にも記入｝

おも，　　置帆ど71　群ハoゾ＝

肋ユ磐“
り　　　》旧にも記ぺ1

　　　』　　＿　　＿　　

（7－m欄にも，紀人1

ヨ
　〔7一亘0橘にも記入1

＿　一　

㌧へ、

・1陸ビ1の刊ムいや内職・アル
一　

　　　　　　　その他 齢殖鞭　　　　　その他
体んで躍して家儀埴学

仕慢仕悦　　　　　その他

て
　パイトも含めます

通学には　f備校・洋餓学校など
の各種・1潜交に通っている場合も

少しも仕事

をしなか
った人は

吐”仕餐を
徽て檬しで琳解　曝るヒ1

〒L背？　只
　　　　　　　　おわ『1

1たiは　琳（静讐

了み早？

　　　　　　　　（も繋など）

？叩？　只
撒）おわη（孟彫芙）お酬

鷺駆騨解（笠瀞ど

了【背j〒
（撒）お胡鏡欄馨又）

［＿

配　入

おわ

■

含めます
（撒）お唄孟轍夏） （工咄’昂脚

就
7従桑地又は通学地

「
，
I
I
I
I
I
陰
』

醜く，‘1藍込み　蹴市町鱈　飽の市t誕一∫”

口　口　呈．
　　　　　　　　祠

讐な買燈
舵疋1堆込み　同肺朋　亀姉区町暢

旦．、旦． 呈
自宅叉i堆込A　回じ胡村　電の耀刑

口　口　了
　

■

業
者

仕プ1トもj凶学もしている人は　　仕嘔をしている場li斤

　を記入してください

10大師南とは　耗幌巾・衷京那区部・横浜巾・川
崎市・名占屋市・京品一b・大阪南・神戸41・北

　’し州lll・描剛1の二とをい』憧す
トー』

　　　　　　　　　府県駆
一一一一一一一 一一 ”一一凶

　　　　　　　　　市膨1
　　　　　　　　　葦庁1
　　　　　　　　 一一一一→　　［

　Io欠馴f蝿鵠区名』で1　区I
　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　町村1

1　い　　　　 ＿＿＿＿
＿＿＿＿＿’

’　よ
　50　　　嚇佃駆名3でドー
　　　＞
　　フ

鄭遮ll

府県1

r圃1
支庁一

一一一一1
区　1
町付1

1
』

伝
o
I

　　　　　　　　　篠遭匿
　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　府県5
　＿　、　＿ ＿＿＿＿　 一一　一　一一りP一イ

　　　　　　　　　市郎1
　　　　　　　　　支庁1
トr1・鳩市の場合‘3区名3で、一 薩一1

　　　　　　　　　町村1

卜一一一一一 一一一一一一一』＝皿曽憎一司

一 『

　 lo大昂南の場合は区呂2て1

郵4ト
府県l
rお邸I

　I支庁1

区　1
町村1

出
　1

通1

学

ド
8
従
桑 上の地位
　　業主とは　個人縫営の’1環主や自由震の人をいい

　　ます
　　家雇内職とは　　家庭で貫仕事をしている場合をい

　　います

層
用
さい

　　会　樋　層　　家　　家
　　杜　　入　人　　帳　　庭
　　な　の　の　　従
れる鍛纏蝶婁　内
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0
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枚
目
に
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す
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必
要
は
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り
ま
せ
ん
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●
調
査
の
時
期

　
　
と
方
法

　
全
国
で
六
十
七
万
人
の
調
査
員
、

十
日
町
市
で
は
、
市
内
を
二
百
七
十

の
調
査
区
に
分
け
、
約
二
百
八
十
名

の
調
査
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
は
九
月
二
十
四
日
か
ら
、

各
世
帯
に
、
　
「
調
査
票
」
と
「
国
勢

調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い
（
調
査
票

の
記
入
例
）
」
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

各
世
帯
は
十
月
一
日
午
前
零
時
現
在

に
お
い
て
、
ま
た
就
業
状
態
等
に
つ

い
て
は
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十

日
の
間
の
状
態
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
　
「
国
勢
調

査
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
を
よ
く
読

ん
で
か
ら
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
記
入
さ
れ
た
「
調
査
票
」
は
、
十

月
一
日
か
ら
調
査
員
が
集
め
に
伺
い

ま
す
。●

十
六
項
目
を

　
　
　
調
査

　
今
回
は
つ
ぎ
の
十
六
項
目
を
調
査

し
ま
す
。

　
〔
世
帯
員
に
っ
い
て
〕

1
、
氏
名

2
、
男
女
の
別

3
、
世
帯
主
と
の
続
き
柄

4
、
出
生
の
年
月

5
、
配
偶
者
の
有
無

6
、
国
籍

7
、
仕
事
を
し
た
か
ど
う
か
の
別

8
、
従
業
地
又
は
通
学
地

9
、
従
業
上
の
地
位

10、

勤
め
先
・
業
主
な
ど
の
事
業
の

　
種
類

n
、
本
人
の
仕
事
の
種
類

〔
世
帯
に
つ
い
て
〕

12、

世
帯
の
種
類

13、

世
帯
人
員

14、

住
居
の
種
類

15、

居
住
室
数

16、

居
住
室
の
畳
数

第1回国勢調査以来の市人ロ

“
ひ
と
り
も
漏
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
の
ま
ま
”

地区別
大正
9年

大正
14年

昭和
5年

昭和
10年

昭和
15年

昭和
22年

昭和
25年

昭和
聞年

昭和
35年

昭和
40年

昭和
45年

総数
　男

　女
●笹融●

　　人
33，886

16，699

．照財

5，948

　　人
35，372

17，580

．些7・792

5濁

　　人
37，716

18，942

．裳寧照

6，450

　　人
43，121

21，816

辺2305

7』語

　　人
43，431

21，571

鉱鱒．

　一

　　人
48，917

　一

　一
〇
　
一

　　人
49，370

24，124

25，246

”瀬9。

　　人
50，755

24，358

観％，

8，696

　　人
49，854

23，850

釜・脳
σ14吾σ

　　人
49，576

23，631

禦衝．

10，435

　　人
49，619

23，701

禦1旦
11，332

十日町

地区

　　人

7，770

　　人

8，576

　　人

9，615

　　人
11，929

　　人
12，357

　　人
13，575

　　人
14，063

　　人
14，747

　　人
14，816

　　人
15，287

　　人
14，599

吉田
地区

4，247 4，458 4，701 7，104 5，723 6，332 5，722 5，389 5，011 4，566 4，163

下条
地区

4，530 4，402 4，634 4，475 4，664 5，462 5，516 5，225 4，856 4，645 4，399

中条
地区

7，350 7，525 7，810 8，069 8，418 9，476 9，790 9，781 9，647 9，579 10，527

川　治

地区
3，473 3，510 3，724 4，155 4，525 5，162 5，363 6，118 6，422 7，159 8，146

六箇
地区

1，438 1，479 1，480 1，468 1，480 1，662 1，654 1，588 1，470 1，293 1，102

水沢
地区

5，078 5，422 5，752 5，921 6，264 7，248 7，262 7，907 7，632 7，047 6，683

増減数
（対前年）

1，486 3，344 5，405 310 5，486 453 1，385 △901 △278 43

増減率

　　％
（対前年比）

4．2 6．2 12．5 0．7 11．2 0．9 2．8 △1．8 △0．6 0．1

1
、
目
的

　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
の
普
及
と

成
果
を
た
か
め
る
た
め
、
昭
和
五
十

年
国
勢
調
査
（
十
月
一
日
実
施
）
新

潟
県
予
想
人
口
を
懸
賞
募
集
し
ま
す
。

2
、
主
催

　
新
潟
県

3
、
応
募
内
容

　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
に
よ
る
新

　
潟
県
の
常
住
人
口
数
を
当
て
る
。

4
、
応
募
方
法

　
n
新
潟
県
内
に
居
住
す
る
人
に
限

　
り
ま
す
。

　
⑭
用
紙
は
官
製
ハ
ガ
キ
を
用
い
、

　
一
枚
一
答
と
し
ま
す
。

　
鋤
人
口
数
は
算
用
数
字
を
使
い
ま

　
す
。

　
む
応
募
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

　
田
応
募
「
は
が
き
」
に
は
、
住
所
・

　
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
（
児

　
童
・
生
徒
・
学
生
は
所
属
学
校
と

　
学
年
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

5
、
締
切
日

　
昭
和
五
十
年
九
月
三
十
日
（
火
）

　
　
（
当
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有

　
効
）

6
、
送
り
先

　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二

　
　
（
郵
便
番
号
九
五
一
）

　
　
新
潟
県
企
画
調
整
部
統
計
課
内

　
　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
新
潟
県

　
　
実
施
本
部

昭
和
五
十
年
国
勢
調
査

新
潟
県
予
想
人
ロ
懸
賞
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、7
　
当
選

　
一
等
賞
　
二
万
円
　
1
人

　
前
後
賞
　
五
千
円
　
2
人

　
残
念
賞
　
記
念
品
　
若
干
人

8
、
当
選
方
法

　
D
新
潟
県
の
人
口
数
は
、
昭
和
五

　
十
年
国
勢
調
査
結
果
概
数
と
し
、

　
昭
和
五
十
年
十
二
月
に
県
が
公
表

　
す
る
人
口
数
と
し
ま
す
。

　
鋤
的
中
者
が
な
い
場
合
は
、
人
口

　
数
に
近
い
者
か
ら
順
次
一
等
賞
、

　
前
後
賞
、
残
念
賞
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
の
の
場
合
、
残
念
賞
が
一

　
定
数
に
満
た
な
い
場
合
、
人
口
数

　
に
近
い
者
か
ら
順
次
残
念
賞
と
し

　
ま
す
。

9
、
当
選
発
表

　
昭
和
五
十
年
十
二
月
中
に
、
市
町

　
村
を
通
じ
本
人
又
は
所
属
学
校
長

　
に
通
知
し
ま
す
。

m
、
そ
の
他
の
参
考

　
新
潟
県
人
口
の
あ
ゆ
み

　
・
昭
和
四
十
年
十
月
一
日

　
　
　
国
勢
調
査
人
口

　
　
　
　
二
、
三
九
八
、
九
三
一
人

　
・
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

　
　
　
国
勢
調
査
人
口

　
　
　
　
二
、
三
六
〇
、
九
八
二
人

　
・
昭
和
四
十
九
年
十
月
一
日

　
　
　
新
潟
県
推
計
人
口

　
　
　
　
二
、
三
七
〇
、
三
一
八
人
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氏名及び男女の別
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1i
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2
　 マークはわくいっぱい

　（以下同様）
r尺鰍1紀財「　諏　“魔w
口［コロ【コ【コロ
腿雛　’聾螂燃槻
口口　　　口［コロ

　一　，　一　一　一　　一　雫　一　一　一　一　暫　幌　一　

一
〇
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1
　 、，．だん自、んでいるへをもれなく，9『いてくだきい

　　　　　　　　　’｝　｝　一　一　冒　　　　　　　一　暫　一

　　　　男　　　　女
　　　　コ　　　［コ

男　　　　女
口　　　［」

世
　
　
帯

　　　2世帯主との続き柄
　ゴ・係・兄弗輔妹には
　　簿めます
　父母・峯1［父母・兄弟締妹に13
　　ボ、みた　それらの続き柄のへも含めます

兄弟他の
輔妹縄旋

Lコロ

物鵬チ　父母脚
し1口【コ　　　ロロ
　　　　舳ゐ　肴』そ唯
　　　　　軍餐
　　　　　口

　　横線を濃く
膏主管‘

　　　　1　　冒1　ん噂－貞・喝喉館1配偶轟

【コロEコロロロ
兄弟他の　1魅緬馴肩1そ碗
舗妹縄族　　　家餐曾星

口口　　　口口口

僻謝のチ　係父1“父
俄齢1配属轟
【ニコ［ コ⊂コ［コロ〔
兄弟飽の　　『1砧みの醐揃
鰍糀族　　齢轍ぞ碗
口【コ　　　EコLコ〔．

員　　

　3出生の年月
全I

　
1

明沽大正昭佃　　謄晦以前
【コ［＝コロ　　　【コ

P一一一一一一一一｝F一『一一一一一一〕一一『

明治六正昭和　　唖劇嫡
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1

明沽大止昭和　　慶応以繭
口Eコ〔］　　　［コ

r　一　一－「　　『　 　一　一　一　一「

　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　1

明治大正昭椰　　慶ξ以前
口［ニコ［二」　　［」 日

弗一　　　　　’ ”
．
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　　　　一　　　　

』，』』＿7＝

望字讐菖讐
　　　　＿　＿　一一　　

聖
‘
一

〔］

一
員、

卜
4
配 偶者の有無
　　肺咄♂痢薫に関係なく。記人してください

樹（響∂鯉隅聯1離別
　口　　　［コEコ［ニコ

嫡（瞥こ）側偶翻離別
　［コ　　　に、1r】［二1．
　一　　

樋（響∂有配嘱死別闘
　口　　　LコLコ【 」 ■

に！

卜
卜

　　　　　　Il 魯i
　　外国力場合は　国名も，17いてください

目本　炸国

口 アー一一『一一『『

＿
I
l
署

石は
［　　占一＿＿一一一一｝一、

　　’n、

日’卜　外国

　了
　　　一　＿　＿　噛　一　

　ρ　1－　　　　　　　　　　　I
　l当　』二巴

日本　埣国

［コ［ニコ

　　1　　印＝』一一　ユ 一一－ 　一マー

　i口
　1塾　上』 ＿　一眉一 4　＿i 二二二

「
F

■

線

口
記
　入
お
わ

い　た　い

おい二　　憲帆ヒハ　遭1勘かた
他撃　　ほ’・吐事　わり吐事

［こ十』］
っヒ　9月潤日から30日までの1週問に

6仕事をしましたか
仕
少しでも

ヰ

い　た　』レ　た

おもに　　『曝帆との　‘帥かた
仕　5　　，3か仕奮　わ材t督

3，らに　　蜜帆とハ　通1帥o・た

仕餐　　はか仕争　わら佳修
【 」　　L」　　　1 1 ■

し、

仕・トとは　収入をともなう仕事を

　　　自家営裳〔農業や店のlt

　，㌻

した人は
曽 甲

　7－10欄にも記入｝

おも，　　置帆ど71　群ハoゾ＝

肋ユ磐“
り　　　》旧にも記ぺ1

　　　』　　＿　　＿　　

（7－m欄にも，紀人1

ヨ
　〔7一亘0橘にも記入1

＿　一　

㌧へ、

・1陸ビ1の刊ムいや内職・アル
一　

　　　　　　　その他 齢殖鞭　　　　　その他
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二
丁
目
〕
山
内
士

　
　
　
　
　
　
　
郎
〔
本
町
東
一
丁

鰭
　
　
紳
　
　
目
〕
田
村
猛
〔
本

　
　
　
　
　
　
　
町
一
丁
目
下
〕
牧

　
　
　
　
　
　
　
野
泰
法
〔
本
町
一

丁
目
上
〕
滝
沢
文
吉
〔
滝
文
寮
〕
石

沢
資
郎
〔
本
町
西
一
丁
目
〕
宮
内
喜

平
〔
昭
和
町
一
丁
目
〕
中
島
孝
作
〔
栄

町
〕
岩
田
正
孝
〔
江
道
・
猿
倉
〕
庭

野
弘
〔
津
池
〕
小
林
好
一
〔
赤
倉
〕

庭
野
栄
一
郎
〔
菅
沼
・
大
池
〕
庭
野

栄
松

●
川
治
地
区

〔
高
田
町
涯
r
目
〕
池
田
定
治
〔
高

田
町
四
r
目
〕
高
橋
ヒ
サ
〔
寿
町
四

r
目
〕
長
津
進
〔
桜
木
町
〕
星
名
健

コ
、
〔
美
雪
町
二
r
目
〕
古
沢
昭
．
．
一
〔
美

雪
町
一
・
二
丁
目
〕
高
橋
好
雄
〔
錦

町
一
・
．
一
r
目
〕

阿
部
重
吉
　
〔
春

日
町
一
丁
目
〕
児

玉
栄
重
〔
春
日
町

手
目
〕
柳
辰
春
　
澤
講
、

〔
春
日
町
三
丁
目
〕

高
橋
萬
平
、
山
本

繁
敏
　
　
〔
高
山
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
6

二
〕
阿
部
信
久
〔
高

山
第
三
〕
高
橋
茂

〔
高
山
第
四
〕
村

山
実
　
　
〔
エ
ド
ヤ

寮
〕
水
野
二
郎
〔
寿
町
一

丁
目
〕
西
野
繁
〔
千
歳
町
・

阿
部
民
男

口
彰
〔
山
本
町
二
丁
目
〕

〔
山
本
町
三
丁
目
〕

本
町
四
・
五
丁
目
〕

治
下
町
第
乙
斉
藤
紀
元

町
第
二
〕
佐
藤
一
男

・
二
丁
目
〕
大
津
牧
平

一
〕
柳
健
一

建
治

之
古
第
ご
高
橋
秀
雄

二
〕
高
橋
正
和

町
・
明
石
町
〕
田
村
文
吉

第
乙
高
橋
英
男

板
場
市
太
郎

四
郎
〔
川
治
下
町
第
三
〕

郎
〔
川
治
中
町
〕

上
町
〕
遠
田
彰
平

二
・
浅
之
平
〕
南
雲
幸
一

　
　
　
　
・
二
・
三

　
　
　
　
河
内
町
〕

〔
山
本
町
一
丁
目
〕
樋

　
　
　
　
桑
原
映
吉

　
　
斉
木
英
計
〔
山

　
　
小
林
朝
乃
〔
川

　
　
　
　
　
〔
川
治
下

　
　
　
　
　
　
〔
妻
有
町
西
一

　
　
　
　
　
　
　
〔
北
新
田
第

　
　
　
〔
北
新
田
第
二
〕
岡
村

〔
北
新
田
第
三
〕
樋
ロ
キ
ミ
〔
城

　
　
　
　
　
　
　
〔
城
之
古
第

　
　
　
　
〔
城
之
古
第
三
・
東

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
谷
内
丑

　
　
　
　
　
〔
谷
内
丑
第
二
〕

　
　
　
　
〔
川
治
内
後
〕
松
沢

　
　
　
　
　
　
　
須
藤
彦
四

　
　
　
　
中
沢
林
平
〔
川
治

　
　
　
　
　
〔
関
根
第
一
・
第

　
　
　
　
　
　
　
〔
笹
之
沢
〕

服
部
栄
一
　
〔
落
之
水
〕
斉
木
孝
允

〔
長
里
・
椌
木
〕
斉
木
徳
栄
〔
池
之

平
・
孕
石
〕
村
山
正
之

●
六
箇
地
区

〔
中
村
〕
小
杉
茂
〔
山
谷
・
麻
畑
〕

柳
秀
夫
〔
田
麦
〕
福
崎
正
幸
〔
塩
之

　
　
　
　
又
〕
桑
原
清
正
〔
ニ
ツ
屋
〕

　
　
　
　
俵
山
正
亥
〔
船
坂
〕
徳
永

　
　
　
　
三
義

　
　
　
　
●
吉
田
地
区

　
　
　
　
〔
稲
葉
〕
児
玉
新
一
〔
山

　
　
　
　
谷
〕
渡
辺
敏
一
、
酒
井
一

響
蕪
離
〕
〔
懸
羅
F

　
　
　
　
一
夫
〔
北
鐙
坂
第
一
〕
吉

　
　
　
　
沢
米
一
〔
北
鐙
坂
第
二
〕

　
　
　
　
古
沢
英
雄
〔
北
鐙
坂
第
三
〕

　
　
　
　
栗
林
鎌
一
　
〔
南
鐙
坂
〕

保
坂
久
一
、
保
坂
敬
治
〔
高
島
第
一
〕

佐
野
繁
喜
　
　
〔
高
島
第
二
〕
涌
井
重

二
〔
鉢
〕
尾
身
正
作
、
尾
身
保
〔
中

手
〕
水
内
茂
〔
名
ケ
山
〕
桑
原
一
郎

〔
中
平
〕
尾
身
幸
雄

●
中
条
地
区

〔
尾
崎
〕
小
川
辰
治
〔
五
軒
新
田
〕

高
橋
貞
夫
〔
四
日
町
第
乙
池
田
栄
、

小
川
源
次
　
〔
四
日
町
第
二
〕
西
川

勝
雄
、
小
海
正
徳
〔
四
日
町
第
三
〕

内
藤
喜
一
郎
、
二
瓶
清
一
〔
四
日
町

第
四
〕
谷
井
俊
行
〔
四
日
町
新
田
第

乙
太
田
道
夫
〔
四
日
町
新
田
第
二
〕

山
田
幸
文
〔
四
日
町
新
田
第
三
〕
山

田
恭
次
郎
、
樋
口
悟
郎
〔
四
日
町
第

四
・
南
新
田
町
〕
丸
山
富
士
郎
〔
三

和
町
〕
目
崎
正
吉
　
　
〔
本
町
七
丁
目

乙
村
山
貢
、
小
泉
節
子
〔
本
町
七

丁
目
二
〕
高
橋
茂
、
田
口
勝
利
〔
新

座
第
乙
鈴
木
義
長
、
根
津
貞
夫
〔
新

座
第
．
一
〕
樋
熊
茂
夫
、
遠
藤
昭
一

〔
新
座
第
三
〕
越
井
武
男
、
庭
野
喜

一
〔
睦
寮
〕
村
山
栄
〔
新
座
第
四
〕

越
村
斉
、
高
橋
三
五
郎
〔
北
原
〕
池

田
一
雄
〔
中
条
病
院
〕
小
野
塚
謙
治

〔
梅
沢
〕
上
田
喜
一
郎
〔
中
条
新
田
〕

岩
田
国
吉
〔
峠
〕
岩
田
悦
次
〔
中
条

島
〕
小
泉
丑
松
、
金
沢
清
〔
下
町
〕

樋
熊
久
雄
〔
中
町
〕
樋
口
東
司
〔
背

戸
〕
中
林
栄
三
郎
〔
上
町
〕
樋
口
健

一
、
和
田
良
之
助
〔
中
条
旭
町
〕
樋

口
栄
三
郎
、
和
田
潔
〔
太
子
堂
〕
小

宮
山
慶
一
〔
上
原
〕
大
熊
正
三
〔
塚

田
・
八
幡
〕
高
橋
勝
　
　
〔
市
之
沢
〕

小
宮
山
末
治
〔
入
山
・
池
谷
〕
山
本

徳
政
〔
焼
野
・
嘉
勝
〕
池
田
伊
勢
松

〔
轟
木
〕
藤
木
公
栄
〔
魚
之
田
川
〕

波
形
重
三
郎
〔
新
水
〕
岩
田
熊
二
〔
蕨

平
・
上
田
原
〕
西
山
熊
男
　
　
〔
宇
田

ケ
沢
・
菅
沼
〕

水
落
實
〔
山
新

田
・
小
貫
〕
庭

野
友
治
〔
東
・

西
枯
木
又
〕
山

田
房
吉
〔
三
ツ

山
・
高
場
〕
大

津
卯
三

●
下
条
地
区
　
　
　
．
“
k

〔
新
光
寺
〕
藤

巻
亮
〔
下
山
〕

山
田
一
男
〔
水

口
〕
山
田
興
夫
〔
新
保
〕
藤
田
秀
雄

〔
貝
ノ
川
〕
小
林
鉄
雄
〔
下
条
本
町
〕

中
町
由
男
〔
為
永
・
山
根
〕
村
山
清

治
〔
岩
野
〕
星
野
清
〔
下
条
中
央
通

り
〕
渡
辺
吉
一
〔
桑
原
・
野
田
・
蟹

沢
〕
開
発
一
郎
〔
下
条
栄
町
・
廿
日

城
〕
生
越
伊
三
郎
〔
原
〕
大
島
良
作

〔
山
際
〕
水
落
武
〔
上
新
田
第
こ

生
越
庚
作
〔
上
新
田
第
二
〕
関
由
昇

〔
上
新
田
第
三
〕
生
越
賢
二
　
　
〔
塩

野
〕
樋
口
策
衛
〔
願
入
〕
水
落
儀
一

〔
仙
之
山
・
平
〕
中
町
正
憲
　
　
〔
漉

野
〕
水
落
伊
佐
生
〔
二
子
〕
水
落
信

可
〔
慶
地
〕
小
宮
山
昭
策

●
水
沢
地
区

〔
天
池
・
細
尾
〕
宮
沢
富
松
〔
池
之

尻
・
漆
島
〕
佐
藤
修
一
〔
池
沢
〕
樋

口
正
徳
〔
野
中
〕
樋
口
政
信
〔
鍬
柄

沢
〕
桑
原
正
男
〔
当
間
〕
佐
藤
貞
夫

〔
二
俣
口
〕
熊
木
隆
〔
南
雲
〕
桑
原

久
雄
〔
中
在
家
〕
樋
口
昇
、
飯
塚
重

芳
〔
珠
川
〕
金
沢
進
〔
小
黒
沢
〕
宮

沢
忠
男
〔
大
黒
沢
第
こ
板
場
寅
夫

〔
大
黒
沢
第
二
〕
志
賀
秀
一
〔
大
黒

沢
東
〕
岡
田
義
明
〔
伊
達
第
乙
宮

沢
壮
一
〔
伊
達
第
二
〕
遠
田
栄
松
〔
伊

　
　
　
達
第
三
〕
村
山
賢
一
〔
伊
達

亀繰膨
　
　
　
第
四
〕
上
村
久
雄
〔
新
宮
第

　
　
　
一
・
幸
町
〕
村
山
昌
司
〔
新

　
　
　
宮
第
二
〕
金
沢
貢
　
　
〔
老
人

　
　
　
ホ
ー
ム
〕
富
井
泰
一
郎
〔
姿

　
　
　
第
ご
保
坂
巖
〔
姿
第
二
〕

　
　
　
金
沢
直
好
〔
太
田
島
第
乙

　
　
　
金
沢
誠
一
〔
太
田
島
第
二
〕

　
　
　
上
村
哲
男
〔
太
田
島
第
三
〕

　
　
　
高
橋
貢
〔
土
市
第
ご
富
井

　
　
　
良
通
〔
土
市
第
二
〕
池
田
勝

　
　
　
敏
、
山
崎
正
勝
〔
土
市
第
三
〕

樋
口
千
基
〔
土
市
　
第
四
〕
上
村
巌

〔
安
養
寺
〕
古
沢
賢
一
〔
馬
場
第
こ

富
井
一
男
　
　
〔
馬
場
第
二
〕
富
井
久

一
〔
馬
場
第
三
〕
富
井
武
正
〔
馬
場

第
四
〕
樋
口
克
二
〔
水
沢
第
ご
金

井
啓
三
郎
〔
水
沢
第
二
〕
大
口
軍
市

〔
水
沢
第
三
〕
福
島
正
幸

鷺
奮
耀

＿・　’・購

水飲み場の水道の蛇ロはこわれ

ている一。修理すると、またすぐ

にこわされてしまう。（干歳公園）

公
共
施
設
を

　
　
　
　
　
　
こ
わ
さ
な
い
で

　
緑
に
囲
ま
れ
た
公
園
　
　
与
え
て
く
れ
ま
す
。
現
在
、
市
内
に

施
設
は
、
私
た
ち
の
生
　
　
は
七
つ
の
都
市
公
園
と
五
つ
の
児
童

活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
　
　
遊
園
地
、
部
落
等
が
管
理
す
る
五
十

三
の
遊
園
地
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、

み
な
さ
ん
か
ら
気
持
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、
こ
わ
れ
た

箇
所
を
な
お
す
な
ど
の
維
持
補
修
を

行
な
っ
た
り
、
公
園
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
な
ど
管
理
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
、
公
園
等
の
施
設

が
一
部
の
方
に
よ
っ
て
、
故
意
に
こ

わ
さ
れ
、
そ
の
対
策
に
困
っ
て
い
ま

白
蕾
箭
丁
塁
丁

厚いガラスタイルでできた便所の窓ガラス

は、かたいものでたたかれたように、全部

こわれている。（千歳公園内の便所）

こわされた施設公園名

便器（男用）2つ粉失

樹木が折られている

便所の窓ガラスのヒビわれ

水道の蛇口を砂でふさぐ

便所の窓ガラスがわれ、水
道の蛇口がこわされている

四ツ宮公園

住吉公園

春日公園

寿北公園

千歳公園

す
。　

こ
の
ほ
ど
、
公
園
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
な
っ
た
際
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

施
設
が
こ
わ
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
公
園
内
の
便
所
の
窓
ガ
ラ

ス
、
水
道
の
蛇
口
が
こ
わ
さ
れ
た
り
、

樹
木
が
折
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
昭
和
町
一
こ
ど
も
会
は
、
昭
和
町

一
丁
目
の
小
学
校
三
年
生
以
上
で
結

成
。　

夏
休
み
期
間
中
、
千
歳
公
園
の
草

取
り
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
奉
仕
活
動
は
、
千
歳
公
園
が

つ
く
ら
れ
て
以
来
、
毎
年
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
も
、
補
導
員

の
佐
藤
、
大
島
、
石
田
、
山
田
、
田

村
さ
ん
の
指
導
で
、
　
「
少
し
で
も
人

に
役
立
つ
こ
と
を
実
行
し
た
い
」
と

こ
ど
も
た
ち
は
、
作
業
に
精
出
し
て

い
ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
町
一
丁
目

の
中
学
生
た
ち
は
、
昭
和
町
一
少
年

団
と
し
て
、
危
険
個
所
に
交
通
安
全

標
識
を
立
て
る
等
交
通
安
全
運
動
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
実
（
昭
和
町
一
）
さ
ん
は
、

「
一
部
の
も
の
の
た
め
に
、
み
ん
な

の
施
設
を
こ
わ
さ
れ
た
ら
大
変
1
。

こ
れ
以
上
、
こ
ど
も
た
ち
の
心
を
傷

つ
け
な
い
で
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
市
民
全
部
が
、
「
み
ん
な
の

公
共
施
設
を
大
切
に
」
と
い
う
心
が

ま
え
を
持
ち
つ
づ
け
た
い
も
の
で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和50年9月10日

人に役立つ

　ことを実行

昭和町一こども会

公
園
の
草
取
り
作
業
に
汗
を
流
す

昭
和
町
一
こ
ど
も
会
（
千
歳
公
園
で
）

コ
モ
市
か
ら
物
産
展
の
案
内
状

　
本
市
は
、
イ
タ
リ
ア
国
コ
モ
市
と

産
業
、
教
育
、
文
化
、
経
済
の
交
流

を
は
か
ろ
う
と
、
去
る
二
月
二
十
七

日
姉
妹
都
市
提
携
し
、
両
市
民
の
友

好
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
、
春
日
市
長
の
と
こ
ろ
へ
、
一

通
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
手

紙
は
、
ガ
エ
タ
ノ
・
ゾ
ツ
カ
氏
（
コ

モ
市
輸
出
組
合
長
）
か
ら
の
も
の
で
、

十
日
町
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
日

本
で
開
催
す
る
コ
モ
市
物
産
展
に
お

い
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
案
内
状
で

し
た
。
開
催
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
の
で
、
機
会
の
あ
る
方
は
、
是

非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
モ
市
物
産
展
　
（
ネ
ク
タ
イ
、

　
ス
ヵ
ー
フ
、
既
製
服
等
）

　
と
き
　
九
月
二
十
九
日
～
十
月
一

　
日
（
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

　
と
き
　
十
月
二
日
～
十
月
四
日

　
（
東
京
帝
国
ホ
テ
ル
）

　
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

　
時
ま
で
。

相
談
を
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す

　
市
役
所
及
び
各
出
張
所
（
中
条
は

公
民
館
内
）
に
相
談
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
な
ん
で
も
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
真
接
口
頭

か
、
簡
単
な
も
の
は
手
紙
ま
た
は
電

話
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
毎
月
第

三
木
曜
日
（
午
前
十
時
～
午
後
三
時
）

は
、
定
例
相
談
と
し
て
、
市
役
所
市

民
相
談
室
で
、
行
政
管
理
庁
委
嘱
委

員
に
よ
る
行
政
相
談
と
県
交
通
事
故

相
談
員
に
よ
る
交
通
事
故
も
合
わ
せ

て
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

五
か
所
で
行
政
相
談
所

　
を
開
設

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
十
月
十
二
日
か
ら
十
九
日
は
、
行

政
相
談
週
間
で
す
。
市
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
国
や
県
、
市
な
ど
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
心
配
ご
と
相
談
や
交

通
事
故
相
談
も
合
わ
せ
て
行
な
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
を
厳
守
し

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
相
談
所
開
設
日
程

十
月
十
三
日
　
小
泉
公
民
館
分
館

十
月
十
四
日

十
月
十
五
日

十
月
十
六
日

十
月
十
七
日

大
井
田
公
民
館
分
館

伊
達
公
民
館
分
館

市
役
所
相
談
室

上
新
田
公
民
館
分
館

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。

　
相
談
者
行
政
管
理
庁
委
嘱
委
員

及
び
各
地
区
担
当
の
市
行
政
委
員

　
市
展
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
第
八
回
市
展
は
十
月
十
日
か
ら
十

二
日
ま
で
、
市
公
民
館
で
開
か
れ
ま

す
。
是
非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
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1雛お161
と的’準　　，騒
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台フ日を　　馬、
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、
、

、
　、

①S．34．7号台風

②S．24．キテイ台風

とお∬』β，3（9

　
　
　
　
　
心
の
準
備
を

　
　
　
　
　
　
台
風
は
、
毎
年
日
本

　
　
　
　
　
列
島
を
標
的
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
進
み
、
こ
と
し
の
台
風

シ
　
　
　
　
　
五
・
六
号
は
日
本
各
地

　
　
　
　
　
に
大
き
な
被
害
を
も
た

　
　
　
　
　
ら
し
ま
し
た
。
過
去
に

　
0
　
　
お
い
て
、
新
潟
県
下
に

　
　
　
　
　
風
水
害
を
起
こ
し
た
台

　
　
　
　
　
風
は
、
九
月
中
旬
が
最

　
　
　
　
　
も
多
く
被
害
の
規
模
も

倉
　
　
　
　
　
最
大
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
本
格
的
な
台
風
シ
；
ズ

　
　
　
　
　
ン
を
迎
え
、
つ
ぎ
の
こ

　
　
　
　
　
と
に
注
意
し
、
台
風
に

　
　
　
　
　
対
す
る
備
え
に
万
全
を

　
4
マ
る
■
●
三
…
言
三
一
3
誓
：
雷
8
三
…
言
・
；
』
…
言
・
・
二
乙
：
曹
三
…
．
．
．
9
一
。
…
3
．
．

ア
メ
シ
ロ
を
退
治

し
よ
噴
つ

防
除
機
を
お
貸
し
し
ま
す

期
し
て
く
だ

さ
い
。

　
◎
屋
根
、

壁
、
窓
、
テ

レ
ビ
ア
ン
テ

ナ
、
看
板
、
煙

突
等
の
補
強

修
理
す
る
。

　
◎
家
の
囲
り
の
排
水
を
良
く
し
、

浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
所
は
、
便
所
の

汲
み
取
り
を
す
る
。

　
◎
避
難
や
停
電
に
備
え
、
懐
中
電

風
速
と
被
害
状
況

風速m／5 風圧㎏〆㎡ 被害内容
10 5．0 雨傘がこわれる。

15 12．0
取付けの悪い看板やトタン
が飛ぷ。

20 20．0
L体を30度位傾けないと風
に向っで歩けない。

25 31．0
瓦が飛んだり、煙突が倒れ
る。

30 45．0
雨戸がはずれ　しっかりし
ていない家は倒れる。

40 80．0
汽車（客車）が倒れる。小石
が飛ぶ。立って歩けない。

50 125．0
たいていの木造家屋は倒れ
樹木は根こそぎになる。

曇
る
一
三
三
…
7
三
一
幡
…
言
＝
・
一
：
三
…
，
・
三
曹
…
3
言
る
7
一
・
二
・
三
…
．
9
三
…
…
．
。
．
一
＝
一
．

　
　
ア
メ
シ
ロ
の
二
回
目
の
発
生
期
で

　
す
。
家
の
ま
わ
り
の
木
の
葉
を
よ
く

　
観
察
し
、
ス
カ
シ
状
の
葉
が
あ
っ
た

　
ら
、
そ
れ
が
ア
メ
シ
ロ
の
巣
で
す
。

　
　
防
除
方
法
は
枝
切
と
巣
焼
き
が
、

　
効
果
的
で
す
。
幼
虫
が
四
齢
以
上
に

　
な
る
と
一
匹
づ
つ
行
動
し
ま
す
の
で

　
こ
の
時
期
に
は
、
薬
剤
に
よ
る
防
除

　
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
市
役
所
で
は
、
枝
切
り
バ
サ
、
、
・
と

　
防
除
機
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ご
希

　
望
の
方
は
、
町
内
あ
る
い
は
事
業
所

　
単
位
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
非
常
　
　
　
◎
バ
ケ
ツ
や
水
筒
に
水
や
お
茶
を

食
、
応
急
医
薬
品
等
を
用
意
す
る
。
　
　
貯
え
る
。

預
託
金
を
増
額
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
融
資
制
度

　
商
工
業
の
発
展
は
、
市
産
業
の
発

展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ

れ
ら
中
小
企
業
へ
の
融
資
の
道
を
開

く
た
め
、
商
工
中
金
を
は
じ
め
、
各

金
融
機
関
に
資
金
を
預
託
し
て
、
大

ぜ
い
の
業
者
の
み
な
さ
ん
の
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
▽
市
中
小
企
業
振
興
資
金

　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
及
び

店
舗
を
有
す
る
中
小
企
業
で
設
備
運

転
に
要
す
る
資
金
を
融
資
。
設
備
資

金
は
期
間
五
年
以
内
、
貸
付
限
度
額

は
、
設
備
所
要
資
金
の
八
十
護
以
内

の
額
で
三
百
万
円
以
下
。
運
転
資
金

は
、
期
間
二
ヵ
年
以
内
で
限
度
額
二

百
万
円
以
内
。

い
ず
れ
も
引
続
き
一
ヵ
年
以
上
の
営

業
経
歴
の
あ
る
も
の
。
こ
の
ほ
か
、

都
市
計
画
事
業
等
、
公
共
事
業
の
た

め
、
店
舗
等
の
移
改
築
を
す
る
場
合

等
の
商
店
街
等
近
代
化
資
金
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　
▽
市
地
方
産
業
育
成
資
金

　
市
内
の
中
小
企
業
が
、
店
舗
改
善

資
金
や
運
転
資
金
と
す
る
も
の
で
、

貸
付
限
度
額
は
百
五
十
万
円
以
内
。

一
ヵ
年
以
内
。
貸
付
利

率
は
年
七
・
五
誕
で
す
。
こ
れ
ら
の

制
度
融
資
の
申
し
込
み
と
ご
相
談
は
、

毎
月
末
日
ま
で
に
市
役
所
商
工
課
ま

た
は
商
工
会
議
所
、
水
沢
商
工
会
で

お
受
け
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
資
本
金
五
千
万
円
以

下
、
従
業
員
三
百
人
以
下
の
中
小
企

業
者
を
対
象
に
、
工
場
ま
た
は
事
業

所
等
の
公
害
除
去
や
防
止
の
た
め
に

必
要
な
機
械
器
具
装
置
、
工
作
物
を

設
置
改
善
す
る
場
合
、
市
公
害
防
止

施
設
貸
付
資
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
十
台
以
上
収
容
で

き
る
駐
車
場
を
設
置
す
る
場
合
、
つ

ぎ
の
と
お
り
、
市
駐
車
場
設
置
資
金

貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
貸
付
限
度
額
　
共
同
施
設
二
千
万

円
。
駐
車
場
を
業
と
す
る
場
合
千
万

円
。
前
各
号
以
外
五
百
万
円
。
お
申

し
込
み
は
市
役
所
環
境
課
へ
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

休
館
日
が
変
わ
り
ま
し
た

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
最
近

の
社
会
情
勢
の
変
化
、
ホ
ー
ム
の
利

用
状
況
、
県
内
の
他
ホ
ー
ム
と
の
関

係
等
を
考
え
、
九
月
一
日
よ
り
休
館

I
I
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5
9
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I
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陰
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匿
9
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I
l
1
9
1
9
0
9
1
陰
I
o
I
‘
輔

ロ

穆
フ
ォ
ー
き
ま

ド

一
　
写
真
が
メ
シ
の
次
に
大
好
き
な

一一

　
者
の
集
ま
り
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
あ

　
り
、
自
営
商
業
者
あ
り
の
混
成
グ

　
ル
ー
プ
。
会
長
は
樋
口
喜
一
（
谷

　
内
丑
）
直
前
会
長
は
庭
野
泰
明
（
広

　
報
協
力
員
）
会
員
数
は
十
名
、
た

　
だ
い
ま
同
好
の
士
を
募
集
中
。
老

　
若
男
女
を
問
わ
ず
、
希
望
者
は
谷

　
内
丑
の
樋
口
喜
一
へ
。

　
　
毎
年
八
月
の
お
祭
り
に
展
覧
会

　
を
開
い
て
い
る
が
、
今
年
の
テ
ー

　
マ
は
“
市
民
の
顔
”
。
市
民
と
の
連

一甲一一一一一〇幽一一一一旧一一甲一一一一一一噂一一一一甲一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

講
繍
醗
鳳

う
の
が
会
員
の
望
み
で
あ
る
。
　
　
”
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日
及
び
開
館
、
閉
館
の
時
刻
を
つ
ぎ

の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

　
休
館
日

二
月
一
日
～
三
日
及
び
十
二
月
二

　
十
九
日
～
三
十
一
日

・
第
一
、
二
、
四
、
五
金
曜
日
及
び

　
第
三
日
曜
日
と
国
民
の
祝
日

（
開
館
及
び
閉
館
の
時
刻
）

・
平
日
　
午
後
一
時
～
午
後
九
時

・
日
曜
日
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
心
障
者
雇
用
促
進
展
を
開
催

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
は
、
九

月
を
「
心
身
障
害
者
雇
用
運
動
月
間
」

と
定
め
、
心
身
障
害
者
の
雇
用
促
進

対
策
を
重
点
的
に
す
す
め
て
い
ま
す

が
、
そ
の
お
も
な
行
事
の
う
ち
「
心

身
障
害
者
雇
用
促
進
展
」
を
つ
ぎ
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
と
　
き
　
九
月
十
三
日
～
十
四
日

　
と
こ
ろ
　
市
農
協
福
祉
会
館

　
戦
没
者
の
遺
族
に
特
別

　
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
つ
ぎ
の
条
件
に
該
当
す
る

遺
族
は
、
特
別
弔
慰
金
と
し
て
新
た

に
二
十
万
円
（
十
年
償
還
無
利
子
国

債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
・
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

　
で
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な

　
ど
を
受
給
し
て
い
た
人
が
死
亡
な

　
ど
に
よ
り
失
権
し
、
ほ
か
に
扶
助

　
料
、
年
金
な
ど
を
受
給
す
る
こ
と

　
の
で
き
る
人
が
い
な
い
こ
と
。

　
・
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後

　
の
戦
没
者
の
遺
族
で
弔
慰
金
（
五

　
万
円
又
は
三
万
円
）
を
受
給
し
た

　
人
が
お
り
、
特
別
弔
慰
金
（
三
万

　
円
）
を
請
求
し
な
か
っ
た
遺
族
。

　
・
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
か
ら
昭

　
和
十
六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
間

　
の
戦
没
者
の
遺
族
。

　
請
求
手
続
き
等
詳
し
い
こ
と
は
市

社
会
福
祉
事
務
所
へ
。
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国
勢
調
査
の

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

国
勢
調
査

10

月
－
日
実
施

、
調
査
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

1査ママ・ボクの名がならぶモ

滝沢竃君（田中東、平八・利子長男）は、今日も元気に

はしゃぎまわっている一。

議ミ国勢

　
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
第
十
二
回
目
の
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
赤
ん
坊
か
ら
、
お
年
寄

り
ま
で
全
員
が
調
査
票
に
記
入
さ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査

　
こ
れ
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
っ
と

も
古
く
、
し
か
も
大
規
模
な
、
大
事

な
調
査
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
む
か
し
、
徳
川
時
代
（
一
七
二
一

年
）
に
人
民
の
調
査
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
れ
は
、
庄
屋
㌦
名
主
が
人
別
帳

を
作
り
、
そ
れ
を
町
年
寄
に
渡
し
、

町
年
寄
は
町
奉
行

へ
、
そ
し
て
武
家

公
卿
に
と
渡
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
十
日
町
市
の
一

部
に
お
い
て
、
元

禄
五
年
（
一
六
九

二
年
）
に
行
な
わ

れ
た
「
妻
有
組
諸

色
改
覚
書
」
に
戸

数
・
人
口
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
十
日
町
村
で
戸

数
百
九
十
・
人
口
干
二
百
四
十
九
、

水
沢
地
区
（
馬
場
村
・
伊
達
村
外
五

村
の
計
）
で
戸
数
百
九
十
二
・
人
口

千
九
百
八
十
六
と
し
る
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
十
日
町
市
の
一
地
区
で
あ

っ
た
旧
北
新
田
村
に
お
い
て
も
、
戸

籍
調
査
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
「
宗

門
人
別
書
上
帳
」
が
天
保
五
年
（
一

八
三
四
年
）
に
作
ら
れ
、
そ
の
資
料

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宗
門
帳
は
、
戸
籍
法
（
明
治

四
年
）
が
で
き
る
ま
で
続
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
そ
し
て
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）

に
戸
口
調
査
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結

果
、
全
国
で
三
千
三
百
万
人
と
し
る

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
戸
籍
調
査
と
し
て
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
調
査
の

必
要
性
か

ら
、
明
治

十
二
年
杉

享
二
博
士

に
よ
っ
て

「
甲
斐
国

現
在
人
別

調
」
が
実

施
さ
れ
て
以
来
、
よ
う
や
く
人
ロ
セ

ン
サ
ス
と
し
て
、
大
正
九
年
十
月
一

日
第
一
回
国
勢
調
査
の
運
び
と
な
り
、

以
後
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
第
十
二
回
目
の
国
勢
調
査

と
な
り
ま
し
た
。

　
ど
う
か
皆
様
の
、
特
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
、

　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査

　
　
　
　
十
日
町
市
実
施
本
部

●
調
査
の
ね
ら
い

　
最
近
、
過
．
密
・
過
疎
問
題
、
人
口

老
齢
化
や
核
家
族
化
に
伴
う
社
会
福

祉
対
策
な
ど
が
論
議
さ
れ
て
お
り
、

人
口
や
世
帯
に
関
す
る
き
め
細
か
い

統
計
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
全
国
・
都
道
府
県

・
市
区
町
村
の
人
口
や
世
帯
数
、
年

齢
別
な
ど
の
人
口
構
成
、
核
家
族
や

そ
の
他
の
世
帯
の
構
成
を
明
ら
か
に

し
て
、
国
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道
府
県

や
市
区
町
村
の
地
域
社
会
に
直
結
す

る
行
政
に
役
立
つ
基
本
的
資
料
を
得

る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

●
調
査
の
し
く
み

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の
間
に
、
調
査
員
が
各
世
帯

に
「
調
査
票
」
を
配
り
、
調
査

票
の
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

“

十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
間

に
、
も
う
一
度
、
各
世
帯
を
訪

問
し
、
記
入
済
み
の
調
査
票
を

集
め
ま
す
。

←

調
査
票
は
、
市
区
町
村
↓
都
道

府
県
を
通
じ
て
総
理
府
統
計
局

に
集
め
ら
れ
、
直
接
「
機
械
」

に
か
け
て
、
調
査
結
果
を
集
計

し
ま
す
。

調
査
票
は
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、

丸
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
〃
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河
川
の
愛
護
に

　
　
　
　
　
信
濃
川
愛
護
組
合
等
連
合
会
が
発
足

　
中
条
地
区
信
濃
川
愛
護
組
合
等
信

濃
川
沿
線
の
各
地
区
愛
護
組
合
（
九

組
合
）
は
、
水
害
予
防
及
び
河
川
愛

護
に
関
し
相
互
協
力
し
よ
う
と
去
る

八
月
二
十
二
日
、
十
日
町
市
信
濃
川

愛
護
組
合
等
連
合
会
（
会
長
近
藤
雄

四
郎
）
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
災
害
時
の
情
報
の
収
集

伝
達
、
河
川
改
修
の
早
期
実
現
等
を

関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
市
内
の
各
河
川
に

つ
い
て
、
河
川
愛
護
を
目
的
と
し
て

濾
q
婁

　
九
月
は
固
定
資
産
税
第
三

期
分
の
納
期
で
す
。

ガし

こ
い
消
費
者
⑯

　
も

　
　
　
　
食
晶
溝
加
物

　
　
　
○
食
品
溝
加
物

　
ジ

　
　
　
　
食
品
の
製
造
、
加
工
、
保

　
　
　
存
の
目
的
で
使
用
す
る
も
の

祭
講
戦
器
’

織讐ら
川
麟
診

⇔
川
灘
叢

彦
〃
養
諦
恥

組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
き

は
、
市
役
所
総
務
課
魯
七
i
三
二

一
番
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

奥
さ
ん
、
税
金
の
勉
強
も

　
た
と
え
ば
、
奥
さ
ん
が
バ
ー
ト
で

七
十
六
万
円
を
超
え
る
収
入
が
あ
れ

ば
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
以
下

は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
（
収
入
が

ヒ
十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
所
得
税

の
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
）

　
事
業
の
場
合
は
…

　
青
色
申
告
し
て
い
る
主
人
の
商
売

に
奥
さ
ん
も
従
事
し
て
い
る
と
き
、

「
青
色
専
従
者
給
与
に
関
す
る
届
出

書
」
に
記
載
さ
れ
た
金
額
の
範
囲
で

事
業
の
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
白
色
申
告
の
場
合
は
、
事
業
専

従
者
と
し
て
四
十
万
円
だ
け
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

　
収
穫
期
の
火
災
予
防
を

　
例
年
、
秋
の
取
り
入
れ
時
期
に
な

28　24　21　15

日日日日9
百家百百月
量矢庭旨の

婁竪婁島窒野賭

雪医9医雪医雪医救

2院g院7院2院急
1鶏1尉韻1醜医
番墓番凹番竪番野

り
ま
す
と
、
乾
燥
機
等
の
整
備
不
良

や
取
扱
い
の
不
始
末
等
で
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
乾
燥
機
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

火
災
の
未
然
防
止
に
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

労
働
委
員
会
創
設
三
十

周
年
記
念
論
文
募
集

　
労
働
委
員
会
創
設
三
十
周
年
を
記

念
し
、
労
働
委
員
会
制
度
又
は
労
使

関
係
に
関
す
る
論
文
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

O
応
募
資
格
　
労
使
関
係
者
及
び
労

　
働
関
係
の
業
務
に
携
っ
て
い
る
人

○
テ
ー
マ
　
労
働
委
員
会
制
度
又
は

　
労
使
関
係
に
関
す
る
も
の

○
論
文
の
内
容
　
四
百
字
詰
め
原
稿

　
用
紙
五
十
枚
以
内
。
外
に
、
論
文

　
の
要
旨
、
執
筆
に
当
っ
て
の
問
題

　
意
識
等
を
箇
条
書
き
に
し
、
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
、
二
枚
位
に
取
り

　
ま
と
め
、
添
付
の
こ
と

○
論
文
提
出
先
　
昭
和
五
十
年
九
月

　
末
日
ま
で
に
、
〒
6
五
東
京
都
港

　
区
芝
公
園
一
丁
目
五
番
一
．
一
十
、
一
号

　
中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
課

　
へ　

　
警
察
官
を
募
集

　
明
春
四
月
採
用
の
新
潟
県
警
察
官

（
高
卒
程
度
）
の
採
用
試
験
を
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

　
受
験
資
格
　
昭
和
五
十
一
年
四
月

一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
八
歳

未
満
の
男
子
。
た
だ
し
高
卒
程
度
の

学
力
が
あ
れ
ば
学
歴
を
問
わ
な
い
。

　
受
付
期
間
九
月
二
十
七
日
ま
で

第
一
次
試
験
十
月
五
日
、
第
二
次
試

験
十
一
月
中
旬

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
警
察

署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
電
波
障
害
で
お
悩
み
の

　
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
で
は

十
月
一
日
～
三
十
一
日
ま
で
を
電
波

障
害
一
掃
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
電

波
障
害
の
苦
情
を
受
け
つ
け
調
査
し
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ま
す
。
ラ
ジ
オ
や
ス
テ
レ
オ
に
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
の
電
波
が
混
信
す
る
。

テ
レ
ビ
の
画
面
が
乱
れ
る
。
こ
ん
な

電
波
障
害
に
お
悩
み
の
方
は
、
担
当

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
（
担
当
委
員
）
栗
林
道
夫
　
市
内

　
中
条
北
原
　
曾
七
1
0
四
一
四
番

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
阿
部
米
吉
…
…
十
万
円
▽
山
田

武
夫
（
香
典
返
し
）
…
…
三
万
円
▽

春
日
市
長
…
…
一
万
円
▽
匿
名
…
－

四
千
五
百
円
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十

日
町
第
一
団
（
代
表
矢
口
和
弘
）

…
…
四
万
千
二
百
七
十
四
円
▽
関
口

文
二
郎
（
憩
い
の
家
へ
）
…
…
大
型

電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
▽
小
嶋
屋
そ
ば

店
（
四
ツ
宮
公
園
へ
）
…
…
回
転
く

ず
入
れ

　
母
子
栄
養
食
品
〔
ミ
、
ル
ク
〕

　
を
支
給

　
市
保
健
課
は
、
前
年
分
の
所
得
税

　　食生活改善推進委員会「やまな会」は

　　　　料理実習に猛勉強
　市保健課は、このほど健康づくりσ）6一〕の食品の摂取

状態を調査した結果、特に緑黄色野菜は必要量の76％

（冬期は47％）と不足していることがわかりまし1こ。

　成人病予防のため、緑黄色野菜にもっと目を向けよ
うと、食生活改善推進委員会「やまな会」は・緑黄色の濃

い野菜をとり入れた料理実習に猛勉強。各地域の主婦

を対象にその普及につとめています。

非
課
税
世
帯
の
妊
産
婦
・
乳
児
に
対

し
て
、
栄
養
食
品
（
ミ
ル
ク
）
を
無

償
で
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
九
月
一

日
か
ら
受
給
月
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

支
給
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
支
給
対

象
者
は
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
か
ん

を
持
参
の
う
え
、
毎
月
一
日
～
十
五

日
ま
で
に
受
け
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
停
電
の
お
し
ら
せ

　
▽
九
月
二
十
五
日
…
…
北
新
田
の

一
部
～
城
之
古
東
町
の
一
部
、
午
前

九
時
～
正
午
ま
で
▽
九
月
二
十
六
日

…
…
高
田
町
五
の
一
部
～
高
山
第
三

～
高
山
第
四
の
一
部
、
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
▽
九
月
三
十
日
…

高
田
町
一
の
一
部
～
高
田
町
二
～
七

軒
町
～
昭
和
町
二
～
昭
和
町
三
の
一

部
～
昭
和
町
一
の
一
部
～
泉
町
～
栄

町
～
丸
山
町
の
一
部
～
高
田
町
三
南
、

東
～
高
田
町
三
西
の
一
部
、
午
前
八

時
～
午
後
二
時
ま
で
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　　　　　　　㌔嬉
　　黒沢栗生産協同組合（柳幸作組合長）のくり団地では、秋の味覚くりの
　出荷に追われています　　。
　　柳和賀子・井ロフサ（大黒沢）さんは、「ことしは、台風も来なかったし、
　豊作だぜの」と作業の手を休めて思わずにっこり。
　　こうして集められたくりは、五㌔の箱詰めで、主として新潟・長岡方面
　に出荷されています。


